
1094号

違
い
を
認
め
て
も
対
等
な
ら
い
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
N
G
Oの
評
繋
玄
関
か
れ
紙
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

l
ラ
ム
事
務
局
あ
て
緊
急
反
対

い
H

と
い
、
コ
主
張
の
£
つ
だ
。

る
。

た
が
、
そ
の
模
様
を
中
村
道
子
た
。
N
G
Oの
認
証
佐
拒
否
さ
署
名
が
始
ま
っ
て
い
る
。
聞
い

し
か
し
、
グ
婦
人
年
μ

の
最
初

。
全
体
の
構
成
は
、
重
要
問
題
さ
ん
と
松
井
や
よ
り
さ
ん
が
報
れ
た
チ
ベ

ッ
ト
の
人
は
「
北
京
セ
合
わ
せ
・
:
ア
ジ
ア
女
性
資
料

か
ら
高
く
掲
げ
て
い
た
〈
平
震
は
十
項
目
だ
っ
た
が
、
一
告
。
中
村
さ
ん
は
世
界
の
N
G
会
議
広
仔
な
い
私
た
ち
の
と
ン
タ
l
官
邸
・

3
I
8
0
・
5

等
〉

H
E長

nへ
の
異
論
つ
の
項
目
に
入
っ
て
い
た
健
康

O
が
よ
く
勉
強
し
、
ロ
ビ
l
活
と
を
忘
れ
な
い
ざ
と
い
う
チ

2
4
5。

は
何
と
も
納
得
レ
か
ね
る
と
こ
と
教
育
が
独
立
の
項
目
に
。
新
動
を
行
い
、
綱
領
案
に
対
す
る
ラ
シ
を
配
っ
て
い
た
。
「
ぜ
ひ
一

l
e
l
-
-
Ti
l
l
-
-

ろ
だ
。
先
進
国
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
た
に
「
少
女
」
が
加
わ
り
全
部
意
見
警
婦
人
の
地
位
委
に
き
日
本
政
府
か
ら
中
国
政
府
に
私
一

〉

東
京
・
青
島、

大

ム
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
い
う
言

で
十
二
項
目
と
な
っ
弓
ち
ん
と
提
出
し
き
と
。
N
G
た
ち
の
思
い
を
伝
え
て
欲
し
一
ぽ
一

阪
・
横
出
知
事
の

葉
を
入
れ
た
い
と
が
ん
ば
っ
た
注
目
の
「
従
軍
慰
安
婦
」
は

O
同
士
、
あ
る
い
は
N
G
Oと
い
」
と
積
ま
れ
た
。
N
G
Oの一

て
凶
一
出
現
で
、
列
島
震
憾

州

首
回
世
界
主
義
へ
向
げ
て
行
語
辞
去
を
決
愛
妻
の
準
備
ム
蓄
が
三
月
十
五
日
か
、
歯
月
七
日
ま
で

川
バ
チ
カ
ン
や
南
米
諸
国
の
強
硬
、
が
開
発
謹
上
国
室
彊
で
カ
ッ

「
武
力
ま
た
は
そ
の
他
の
紛
争
政
府
の
宍
械
が
よ
く
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
妥
更
が
一

/
わ
¥
と
い
っ
た
体
で
あ

川

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
聞
か
れ
炉
、
綱
領
の
原
案
を
め
ぐ
っ
て
明
識
の
違
い
が
吹
芦
田
し
吟
や
っ
と
ま
と
ま
っ
た
吾
川

な
反
対
で
カ
ッ
コ
付
き
。

コ
が
付
い
た
。

の
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
」
の
項
こ
と
を
報
告
。

伝
え
ら
れ
る
と
、
あ
っ
と
い
う
一
く
る
。
期
待
す
る
入
、

川
綱
領
ほ
、
責
か
一
致
し
て
な
い
こ
と
を
一
示
す
力
ッ
コ
つ
き
の
部
分
が
続
出
|
止
い
う
震
に
な
つ
え

そ
こ
へ
、
川

|
〈
普
適
的
な
人
権
〉
の
重
一
番
注
目
を
集
め
た
の
は
で

「島
奴
隷
」
と
い
う
表
現
松
井
さ
ん
は
後
半
参
加
し
た
聞
に
反
対
署
名
が
集
っ
た
と
い
一
面
白
が
る
入
、
ザ
マ
ア
ミ
ロ
と

州
開
催
国
の
中
国
か
ら
N
G
O
フ
ォ
上
フ
ム
の
A

事
佐
変
更
す
る
戸
通
知
し
て
き
た
。
中
国
側
の
言
い
分
ポ
盛
=
初
予
定
川

的
な
、
と
い
う
と
こ
九
示
カ
ッ

〈
ジ
ェ
ン
ダ
l
〉。

社
会
的
性
で
入
っ
た
が
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
が
、
行
っ
て
引
り
る
と
、
準
備
会
う
。

一
い
う
入
、
困
惑
す
る
人
。
さ
ま

川

さ
れ
て
い
た
勢
者
ス
ヤ
ツ
セ
ン
タ
ー
は
一
九
六
一
年
に
建
て
ら
れ
た
古
い
建
物
で
、
H
安
全
性
届
題
が
あ
る
H

川

コ

入

り
。
産
会
議
の
目
標
と
別
格
差
を
表
わ
す
ら
言
葉
と
い
う
言
葉
で
は
曹
か
れ
て
い
で
と
ん
と
ん
毎
繭
慣
が
後
退

。

o

E
主
街
、
久
し
ぶ
り
に
政
治

州
与
一
雪
。
し
か
し
新
会
最
市
内
毒
く
離
れ
比
レ
ク
リ
エ

J
Y
ョ
ン
プ
l
ン
。
世
界
の
N
G
O
の

語

レ

房

奈

川

し
て
当
初
か
ら
高
く
掲
げ
て
ド
に
、
バ
チ
カ
ン
、
夏
の
カ
ト
な
い
。

す
る
の
に
N
G
O
は
怒
り
、
な
お
日
本
で
も
、
会
場
変
更

一番

号

ト

ッ
プ
に
趨
り
出
た

川
て
い
る
中
由
需
が
、
市
民
品
壁
9
る
こ
奈
恕
り
い
長
い
柔
つ
人
も
多
い
。
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
審
問
長
川

る
〈
平
等

H
E住
市
〉
が
リ
ッ
ク
国
が
抵
抗
〈
セ
ッ
ク
政
府
閣
の
準
備
会
と
並
行
し
「
逆
戻
り
す
る
な
」
と
書
い
た
に
対
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ

一V
無
党
派
層
の
反
乱
、
無
謀

川

の
ア
イ
リ
|
ン
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
支
が
十
八
日
支
迂
京
に
行
き
、
現
地
重
な
え
富
政
府
の
申
し
出
室
寄
人
川

〈
平
等
な
公
正

H
E包
包
ス
〉
に
す
る
き
主
張
。
一時

強

鎖

胡
器
調
遡
圃
圃
哩
・
置
る

議

問
脳
内

幡

(

吋

園

盟

会
ん
一層
は
政
治
無
関
心
派
で
は
な

馴

れ

43長
老

と

い

う

。

川

S
E
H〉
と
い
う
表
現
は
全
部
カ
ッ
コ

奇

い

た

が

、

隣

議

櫨

.

誕

酎

鰯

犠

藤

勝

髄

~ソ一
日

一か
っ
た
、
な
Y
き
も
新
発
見
の

返
し
が
行
わ
れ
る
形
ふ
つ
に
。
こ
の
あ
た
包
語
感
は
英
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
少
で
オ
1

議
議
温
覇
防
躍
暴
露
鼠
瞳
町
一
J
松
宮
に
言
っ
て
い
雲
、
む
し

最

後

の

準

備

会

合

異

例

の

延

長

ち

語

国

民

で

な

い

日

夫

毎

ス

ト

リ

ア

人

の

議

票

、

私

の

盤

鵬

繍

調

咽

臨

鱒

邸

機

騒

姐

掴

組

関

γぶ
一
ろ
H

無
罪
は
も
っ
と
童

4

-

d

J

K

入
っ
た
の
は
、
か
り
に
く
い
が
〈
入

場

量

産

で

カ

ッ
コ
を
と
皇
子
と
醤
圃
欝
眼

EEE-a謝
噌
轟
議
a勝
監

量

富

田

園

露

引
っ
一
治
に
関
、

ν集
っ
て
い
た
人
々

集
童
謡
日
本
国
皇
い
だ
っ
た
。

か

露

。
己
宣
言
さ
例
え
ば
カ
イ
ロ
で
大
議
論

i
gる!
?

冨

明

、

2
!
?
;園開
盤

府

議

幽

圃

圃

解

明

一

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。
土
井

員
会
N
G
O雲
毒
の
会
合

金
子
モ
メ
た
の
が
N
G
Oの
え
寄
ら
れ
た
が
よ
し
ん
ど
は
ぇ
、
合
警
れ
ち
プ
ロ
ダ
ク
遍
的
な
H

と
い
う
き
警
い
れ
こ
の
間
害
、
小
霊
会
を
作

離

繍

議

祖

国

圃

朝

露

営

一瞬

鞠

穐

樹

嗣

園

周

醐

ω硯
一
プ
l
ム
妻
、
老
い
は
新

(首

於

・裕
理
府
警
)

問
題
。
政
府
間
会
議
に
参
牢
J

申
し
込
ん
だ
の
に
リ
ス
ト
に
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ツ
が
平
等
の
項
は
H

男
女
の
役
割
の
り
、
五
月
に
一
カ
月
聞
か
け
て

辞
儀

際

援

副

田

園

園

高

題
準
有
銅
関

e
f鋼
剥
醤
・
圃

N
場

吾

ノ
i
ム
の
な
か
、
伺
か
変
わ

で
準
備
会
合
の
模
様
が
日
本
の
る
N
G
Oの
勢
増
や
そ
『
マ
と
載
っ
て
い
な
い
N
G
Oが
四
百
一

2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
Z
Z
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
Z
Z
Z
2
2
22
z
zo，ヮ
hood

一
る
と
大
い
に
用
管
た
人
た
ち

代
表
と
し
て
出
席
し
た
有
馬
真
い
う
の
は
前
々
か
ら
の
流
れ
以
上
も
あ
る
と
抗
識
が
出
こ
。一

山
山
間
山
間

mmmmmmmmmmmmmmm山
山
山
剛
山
剛
山
剛
山
間
四
川
叩
剛
山
剛
山
目

安
圧
に
も
な
り
う
る
。
行
一
で
は
な
い
だ
る
つ
ぎ
の
人

行
動
綱
領
に
異
見
続
出

川
オ
戸
川
会
場
の
変
更
問
題
も

戸ファーマティブ

アクションで

女性の矧立向上を11

第三種郵便物認可}昭和46年 7月30日

山̂ '̂ご!l持，i'/ef↓vvv-v

1年 6，000円
(痢;i五平1.1.7001'1を合む)
f見合・υJl..jhげ?で'，iijf.内

) 1 31"11E1I' 
10日・20日.30日

4月創刊(1 降fJ安斎 f、国五~〈木曜日〉

発行所

全国婦人新聞社

〒160東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝主主西新宿ビル
電話 03(3343)1846附
FAX 03(3348)1890 
振替口座 00150-7-172320

1995年 4月 20日

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

新
時
代
の
H
新
・
家
庭
論
Hl-

わ
た
し
の
男
性
学

「
人
生
相
談
」
に
み
る
イ
エ
意
識

中

村

彰

著

四
六
判
上
製
本
・
定
価
2
0
0
0
円
(
税
込
)

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
m
鴇
終
っ
た
f

こ
れ
か
ら
の
男
女
の
よ
り
よ
き
関
係
を
も
と
め
て
告
か
れ
た
現
代
人
必

禁
討
議
糧
法
禦
叫
ん

を
形
づ
く
る
言
、
時
が
来
て
い
る
。
人
生
相
談
の
事
例
や
、
円
相
自
な

生
活
の
錨
写
な
ど
か
ら
さ
ぐ
っ

f占
新
時
代
の
家
庭
の
あ
り
方
と
は
円

近代文芸社

好評発売中f

ニ刷出来!!

回

覧

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
||

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
矯
州
龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

東京都文京区目白台2-13-2
TEL.03(3942l0869・FAX.03(3943)1 232 

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。

1094号

違
い
を
認
め
て
も
対
等
な
ら
い
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
N
G
Oの
評
繋
玄
関
か
れ
紙
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

l
ラ
ム
事
務
局
あ
て
緊
急
反
対

い
H

と
い
、
コ
主
張
の
£
つ
だ
。

る
。

た
が
、
そ
の
模
様
を
中
村
道
子
た
。
N
G
Oの
認
証
佐
拒
否
さ
署
名
が
始
ま
っ
て
い
る
。
聞
い

し
か
し
、
グ
婦
人
年
μ

の
最
初

。
全
体
の
構
成
は
、
重
要
問
題
さ
ん
と
松
井
や
よ
り
さ
ん
が
報
れ
た
チ
ベ

ッ
ト
の
人
は
「
北
京
セ
合
わ
せ
・
:
ア
ジ
ア
女
性
資
料

か
ら
高
く
掲
げ
て
い
た
〈
平
震
は
十
項
目
だ
っ
た
が
、
一
告
。
中
村
さ
ん
は
世
界
の
N
G
会
議
広
仔
な
い
私
た
ち
の
と
ン
タ
l
官
邸
・

3
I
8
0
・
5

等
〉

H
E長

nへ
の
異
論
つ
の
項
目
に
入
っ
て
い
た
健
康

O
が
よ
く
勉
強
し
、
ロ
ビ
l
活
と
を
忘
れ
な
い
ざ
と
い
う
チ

2
4
5。

は
何
と
も
納
得
レ
か
ね
る
と
こ
と
教
育
が
独
立
の
項
目
に
。
新
動
を
行
い
、
綱
領
案
に
対
す
る
ラ
シ
を
配
っ
て
い
た
。
「
ぜ
ひ
一

l
e
l
-
-
Ti
l
l
-
-

ろ
だ
。
先
進
国
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
た
に
「
少
女
」
が
加
わ
り
全
部
意
見
警
婦
人
の
地
位
委
に
き
日
本
政
府
か
ら
中
国
政
府
に
私
一

〉

東
京
・
青
島、

大

ム
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
い
う
言

で
十
二
項
目
と
な
っ
弓
ち
ん
と
提
出
し
き
と
。
N
G
た
ち
の
思
い
を
伝
え
て
欲
し
一
ぽ
一

阪
・
横
出
知
事
の

葉
を
入
れ
た
い
と
が
ん
ば
っ
た
注
目
の
「
従
軍
慰
安
婦
」
は

O
同
士
、
あ
る
い
は
N
G
Oと
い
」
と
積
ま
れ
た
。
N
G
Oの一

て
凶
一
出
現
で
、
列
島
震
憾

州

首
回
世
界
主
義
へ
向
げ
て
行
語
辞
去
を
決
愛
妻
の
準
備
ム
蓄
が
三
月
十
五
日
か
、
歯
月
七
日
ま
で

川
バ
チ
カ
ン
や
南
米
諸
国
の
強
硬
、
が
開
発
謹
上
国
室
彊
で
カ
ッ

「
武
力
ま
た
は
そ
の
他
の
紛
争
政
府
の
宍
械
が
よ
く
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
妥
更
が
一

/
わ
¥
と
い
っ
た
体
で
あ

川

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
聞
か
れ
炉
、
綱
領
の
原
案
を
め
ぐ
っ
て
明
識
の
違
い
が
吹
芦
田
し
吟
や
っ
と
ま
と
ま
っ
た
吾
川

な
反
対
で
カ
ッ
コ
付
き
。

コ
が
付
い
た
。

の
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
」
の
項
こ
と
を
報
告
。

伝
え
ら
れ
る
と
、
あ
っ
と
い
う
一
く
る
。
期
待
す
る
入
、

川
綱
領
ほ
、
責
か
一
致
し
て
な
い
こ
と
を
一
示
す
力
ッ
コ
つ
き
の
部
分
が
続
出
|
止
い
う
震
に
な
つ
え

そ
こ
へ
、
川

|
〈
普
適
的
な
人
権
〉
の
重
一
番
注
目
を
集
め
た
の
は
で

「島
奴
隷
」
と
い
う
表
現
松
井
さ
ん
は
後
半
参
加
し
た
聞
に
反
対
署
名
が
集
っ
た
と
い
一
面
白
が
る
入
、
ザ
マ
ア
ミ
ロ
と

州
開
催
国
の
中
国
か
ら
N
G
O
フ
ォ
上
フ
ム
の
A

事
佐
変
更
す
る
戸
通
知
し
て
き
た
。
中
国
側
の
言
い
分
ポ
盛
=
初
予
定
川

的
な
、
と
い
う
と
こ
九
示
カ
ッ

〈
ジ
ェ
ン
ダ
l
〉。

社
会
的
性
で
入
っ
た
が
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
が
、
行
っ
て
引
り
る
と
、
準
備
会
う
。

一
い
う
入
、
困
惑
す
る
人
。
さ
ま

川

さ
れ
て
い
た
勢
者
ス
ヤ
ツ
セ
ン
タ
ー
は
一
九
六
一
年
に
建
て
ら
れ
た
古
い
建
物
で
、
H
安
全
性
届
題
が
あ
る
H

川

コ

入

り
。
産
会
議
の
目
標
と
別
格
差
を
表
わ
す
ら
言
葉
と
い
う
言
葉
で
は
曹
か
れ
て
い
で
と
ん
と
ん
毎
繭
慣
が
後
退

。

o

E
主
街
、
久
し
ぶ
り
に
政
治

州
与
一
雪
。
し
か
し
新
会
最
市
内
毒
く
離
れ
比
レ
ク
リ
エ

J
Y
ョ
ン
プ
l
ン
。
世
界
の
N
G
O
の

語

レ

房

奈

川

し
て
当
初
か
ら
高
く
掲
げ
て
ド
に
、
バ
チ
カ
ン
、
夏
の
カ
ト
な
い
。

す
る
の
に
N
G
O
は
怒
り
、
な
お
日
本
で
も
、
会
場
変
更

一番

号

ト

ッ
プ
に
趨
り
出
た

川
て
い
る
中
由
需
が
、
市
民
品
壁
9
る
こ
奈
恕
り
い
長
い
柔
つ
人
も
多
い
。
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
審
問
長
川

る
〈
平
等

H
E住
市
〉
が
リ
ッ
ク
国
が
抵
抗
〈
セ
ッ
ク
政
府
閣
の
準
備
会
と
並
行
し
「
逆
戻
り
す
る
な
」
と
書
い
た
に
対
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ

一V
無
党
派
層
の
反
乱
、
無
謀

川

の
ア
イ
リ
|
ン
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
支
が
十
八
日
支
迂
京
に
行
き
、
現
地
重
な
え
富
政
府
の
申
し
出
室
寄
人
川

〈
平
等
な
公
正

H
E包
包
ス
〉
に
す
る
き
主
張
。
一時

強

鎖

胡
器
調
遡
圃
圃
哩
・
置
る

議

問
脳
内

幡

(

吋

園

盟

会
ん
一層
は
政
治
無
関
心
派
で
は
な

馴

れ

43長
老

と

い

う

。

川

S
E
H〉
と
い
う
表
現
は
全
部
カ
ッ
コ

奇

い

た

が

、

隣

議

櫨

.

誕

酎

鰯

犠

藤

勝

髄

~ソ一
日

一か
っ
た
、
な
Y
き
も
新
発
見
の

返
し
が
行
わ
れ
る
形
ふ
つ
に
。
こ
の
あ
た
包
語
感
は
英
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
少
で
オ
1

議
議
温
覇
防
躍
暴
露
鼠
瞳
町
一
J
松
宮
に
言
っ
て
い
雲
、
む
し

最

後

の

準

備

会

合

異

例

の

延

長

ち

語

国

民

で

な

い

日

夫

毎

ス

ト

リ

ア

人

の

議

票

、

私

の

盤

鵬

繍

調

咽

臨

鱒

邸

機

騒

姐

掴

組

関

γぶ
一
ろ
H

無
罪
は
も
っ
と
童

4

-

d

J

K

入
っ
た
の
は
、
か
り
に
く
い
が
〈
入

場

量

産

で

カ

ッ
コ
を
と
皇
子
と
醤
圃
欝
眼

EEE-a謝
噌
轟
議
a勝
監

量

富

田

園

露

引
っ
一
治
に
関
、

ν集
っ
て
い
た
人
々

集
童
謡
日
本
国
皇
い
だ
っ
た
。

か

露

。
己
宣
言
さ
例
え
ば
カ
イ
ロ
で
大
議
論

i
gる!
?

冨

明

、

2
!
?
;園開
盤

府

議

幽

圃

圃

解

明

一

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。
土
井

員
会
N
G
O雲
毒
の
会
合

金
子
モ
メ
た
の
が
N
G
Oの
え
寄
ら
れ
た
が
よ
し
ん
ど
は
ぇ
、
合
警
れ
ち
プ
ロ
ダ
ク
遍
的
な
H

と
い
う
き
警
い
れ
こ
の
間
害
、
小
霊
会
を
作

離

繍

議

祖

国

圃

朝

露

営

一瞬

鞠

穐

樹

嗣

園

周

醐

ω硯
一
プ
l
ム
妻
、
老
い
は
新

(首

於

・裕
理
府
警
)

問
題
。
政
府
間
会
議
に
参
牢
J

申
し
込
ん
だ
の
に
リ
ス
ト
に
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ツ
が
平
等
の
項
は
H

男
女
の
役
割
の
り
、
五
月
に
一
カ
月
聞
か
け
て

辞
儀

際

援

副

田

園

園

高

題
準
有
銅
関

e
f鋼
剥
醤
・
圃

N
場

吾

ノ
i
ム
の
な
か
、
伺
か
変
わ

で
準
備
会
合
の
模
様
が
日
本
の
る
N
G
Oの
勢
増
や
そ
『
マ
と
載
っ
て
い
な
い
N
G
Oが
四
百
一

2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
Z
Z
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
Z
Z
Z
2
2
22
z
zo，ヮ
hood

一
る
と
大
い
に
用
管
た
人
た
ち

代
表
と
し
て
出
席
し
た
有
馬
真
い
う
の
は
前
々
か
ら
の
流
れ
以
上
も
あ
る
と
抗
識
が
出
こ
。一

山
山
間
山
間

mmmmmmmmmmmmmmm山
山
山
剛
山
剛
山
剛
山
間
四
川
叩
剛
山
剛
山
目

安
圧
に
も
な
り
う
る
。
行
一
で
は
な
い
だ
る
つ
ぎ
の
人

行
動
綱
領
に
異
見
続
出

川
オ
戸
川
会
場
の
変
更
問
題
も

戸ファーマティブ
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新
時
代
の
H
新
・
家
庭
論
Hl-

わ
た
し
の
男
性
学

「
人
生
相
談
」
に
み
る
イ
エ
意
識

中

村

彰

著

四
六
判
上
製
本
・
定
価
2
0
0
0
円
(
税
込
)

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
m
鴇
終
っ
た
f

こ
れ
か
ら
の
男
女
の
よ
り
よ
き
関
係
を
も
と
め
て
告
か
れ
た
現
代
人
必

禁
討
議
糧
法
禦
叫
ん

を
形
づ
く
る
言
、
時
が
来
て
い
る
。
人
生
相
談
の
事
例
や
、
円
相
自
な

生
活
の
錨
写
な
ど
か
ら
さ
ぐ
っ

f占
新
時
代
の
家
庭
の
あ
り
方
と
は
円

近代文芸社

好評発売中f

ニ刷出来!!

回

覧

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
||

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
矯
州
龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、
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お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。



ず
、
犬
の
辛
フ
な
姿
斡
で
食
事
い
え
る
摘
発
と
な
し
崩
し
的
な
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
戦
後
入
管
体
外
国
人
の
労
働
力
は
必
要
。
も
く
、
人
権
保
障
の
士
葎
と
し
て

現
在
、
日
本
民
約
一
宇
万
人
の
外
国
λ
訟
指
藩
在
、
資
格
祭
勢
吾
レ
て
い
る

4
暮
れ
て
い
る
可
塁
、
ご

-Eた

雲
持
」
ら
れ
た
。
そ
の
後
ア
ム
要
議
事
件
(
警
蜜
捕
に
準
じ
制
、
入
管
活
の
問
題
点
、
外
国
う
腹
を
く
く
り
間
口
を
広
げ
る
考
え
る
制
度
が
必
要
だ
」
(
旗

外
国
人
揺
す
歪
霧
省
入
国
軍
麗

(入
管
〕
の
摘
語
や
町
民
食
器
宅
の
舞
行
、
脅
迫
、
窃
盗
事
、
人
権
侵
害
聖
ジ
ャ
デ
ィ
完
は
国
家
賠
償
鱗
た
収
容
)
の
乱
用
が
、
法
号
人
労
働
政
策
な
ど
が
語
ら
れ

こ
と
。
現
在
資
格
が
と
つ
で
あ
手
さ
ん
)
の
発
一
一
宮
が
あ
っ
た
。

が
相
次
い
で
秀
賞
し
て
い
る
。
市
民
団
体
の
「
入
管
関
覇
客
室
宮
」

(代
表
・
鬼
害
前
日
弁
護
土
)
は
、
入
賞
行
政
の
あ
り
求
絞
雰
提
起
し
た
が
、
第

一
定
め
た
原
則
手
続
を
も
寝
視
さ
た
。
つ
で
も
、
い
っ
た
ん
入
国
し
た
最
後
に
、
同
会
代
表
の
鬼
東

方
喜
本
的
ド
克
直
す
れ
あ
門
出
惑
を
恒
宇
る
必
要
が
君
主
菌
の
弁
護
士
、
運
動
団
侍
旬
。
ひ
か
は
f
ン
ケ
l
卜
調
査
回
口
頭
弁
検
命
期
目
前
に
、
せ
、
思
符
柔
禽
守
る
草
に
日
本
は
戦
前
旧
植
民
地
出
身
人
遣
の
人
権
保
障
季
ベ
き
。
さ
ん
が
、
外
国
人
の
人
権
確
立

を，

q
Qそ
の
詞
妻
踏
ま
ー
だ
シ
ン
ポ
ぢ
ム
友
箇
人
の
ふ
権
主
人
質
詰
ほ
い
干
l
多
発
す
孟
葬
活
作
の
背
景
入
管
当
局
は
草
イ
ラ
ン
に
強
な
っ
て
い
る
。
ぎ
た
、
違
反
調
者
た
ち
に
日
本
国
管
重
要
レ
い
ま
は
M

外
国
人
は
煮
て
食
お
の
た
め
に
、
収
容
場
内
の
処
遇

制
送
還
し
た
。
査
・
審
査
時
の
通
訳
が
不
十
た
に
も
か
か
わ
民
子
戦
後
は
通
う
と
焼
い
て
食
お
う
と
白
本
の
に
関
す
る
内
規
や
、
適
用
実
帳
、

露
呈
を
百
、
事
・
八
T
砲
の
聖
祭
器
福
祉
Z
語
乏
け
っ
た
P

読
者
智
五
十
人
。

第
二
庁
舎
内
収
容
所
に
お
い
分
。
黙
秘
悔
や
弁
護
人
選
存
権
遥
の
み
で
国
語
#
詞
琢
し
、
国
勝
手
H

の
状
態
だ
」
(
田
中
さ
収
容
場
内
の
視
察
や
違
法
事
例

間
関
妻
の
水
野
一
彰
ま
え
な
っ
た
」
と
f

固
い
、
実
例
を
交
砕
受
け
た
ゴ
ア
ノ
人
が
醤
察
署
ど
の
暴
行
を
受
げ
た
。
て
被
収
容
者
に
対
喜
零
行
が
の
止
局
も
な
く
、
手
続
の
概
要
籍
条
項
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ん
)
、
「
外
国
人
の
…
労
働
力
を
の
収
集
な
ど
の
入
管
行
政
の
契

(
弁
護
士
)
は

「
ア
ン
ケ
ー
ト
え
な
が
色
結
罪
報
告
し
た
。
留
署
で
死
亡
す
量
件
が
起
陶
さ
ん
は
前
夜
、
新
宿
署
ξ

日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
に
つ
い
て
の
説
明
牢
分
草
人
権
保
陣
営
口
排
除
じ
、
差
別
景
気
の
調
整
弁
と
し
て
使
っ
て
懸
開
票
必
要
と
提
案
し
、
「
入

調
査
に
よ
っ
「
ム
摘
発
や
収
容
時
昨
年
六
月
、
よ
野
公
園
で
上
き
た
。
死
因
は
肺
動
脈
血
栓
衷
京
入
管
が
新
宿
・
歌
舞
伎
町
は
、
元
入
管
笹
備
中
国
の
一
男
性
の
な
い
。
、
星
宮
町
輔
副
手
続
に
は
木
を
し
て
き
た
o
日
本
の
外
国
人
い
る
。
需
要
の
状
況
に
よ
っ
て
笛
政
策
の
寂
本
的
見
直
し
を
強

の
暴
力
の
実
態
が
明
ら
か
に
野
署
と
東
京
入
管
盟
百
聞
摘
発
症
。
遺
体
に
は
、
頭
部
に
還
で
行
っ
た
「
環
境
浄
化
作
戦
」
内
聾
異
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
服
審
査
手
続
が
あ
る
の
だ
が
、
法
制
度
に
は
、
出
入
国
管
理
外
国
人
排
除
が
強
く
な
っ
た
り
く
求
め
る
た
め
の
運
動
を
た
か

|

|

|

体

h-温圃刊
幽
明
限
傷
や
多
数
出
出
血
痘
が
あ
っ
で
、
超
需
在
、
資
絡
会
就
労
な
っ
た
。
言
う
と
と
を
聞
か
な
華
人
や
補
助
人
が
め
っ
た
に
法
、
難
民
癒
定
法
、
外
国
人
登
弱
く
な
っ
た
り
す
る
。
彼
主
」
め
さ
つ
f
」
と
呼
び
か
け
た
。

引
U
E
e--み
も

圃

畠

漕

開

P
弓
イ
ラ
ン
人
の
言
、
益
見
合
緊
急
害
走
。
塁
打
い
外
人
に
、
一
部
品
宣
言
、

外
国
人
に
半
分
な
事
あ
る
が
、
量
入
量
産
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な

ご
ウ
二

Z前
開
肉
離
昔
時
に
は
体
宮
く
、
を
は
、
同
夜
摘
発
さ
れ
た
智
干
「
し
め
よ
う
」
と
別
室
に
連
れ
反
倫
や
証
拠
収
集
が
出
来
な
に
重
量
認
の
震
で
し
か

7
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-

一宇

二

惣

J
一

秘

書

弘

な

か

っ

;

は

摘

発

逮

名

寄

国

人

自

主

一

日

た

語

、

!

?

制

い

。
し
か
実
ム
開
。
ま
べ
な
い
。
日
本
文
書
富
一

t
R
1
1
3

一ン
ポ
一

一
丘

一

曲

師

出

直

苦

言

語

原

男

た

め

、

告

書

記

裁

を

加

え

た

o
片

足

の

ゴ

フ

ン

雲

語

手

童

話

属

部

象

に

な

っ

て

い

患

は

、

日

本

一

こ

』

願

圃

隈

a:川
淵
鶴

一

ず

/

一

コ

短

駈

E註
酔

失

望

襲

撃

訴

訟

毒

害

、

襲

撃

で

国

語

人

が

鉄

格

子

に

手

錠

で

用

さ

で

警

告

芸

員

の

一

国

内

に

い

吉

本

の

国

警

一

日

会

議

朝

江

閣

議

一
切
ク
一
一

i
e装
闘

園

理

主

」

し

て

い

る

。

襲

撃

中

。

れ

、

長

い

閲

E
Eされ
三
君
チ
ェ
ッ
ク
在
い
と
と
持
っ
て
い
夫

2い
量
一

U
集

j
関
J
j哩
川
J

醐

蚕

た

一

一

叫

酬

を

凶

踊

臨

機

織

ま

周
年
平
一
月
百
に
は
、
収
容
中
の
外
国
人
幸
喜
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
が
、
手
続
中
の
暴
言
重
さ
い
の
後
、
一

新

法

i

E
部
品
物
単

一直

え

一

閉

口

ι白圃
鵬
盤
去
費
入
国
軍
局
第
一
一
室
で
差
暴
行
歪
受
け
て
い
る
。
ィ
ぅ
。

t
i
F
7
Eく
因
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
い
「
排
除
主
義
と
差
別
事
の
一
志
憲

E
5
1雌旬
、，

時

同

師

一

宮

一

一

行

4
4凶
融
磨
れ
違
反
調
書
自
国
人
室
、
ラ
元
の
ア
ム
ジ
ャ
デ
ィ
さ
ん
益
、
福
岡
主
国

公

立

葬

場

い

て

立

法

化

一

崎

明

輔
副

ι最
凶

糊
幽
唯

一語

一

声

仁

一

切

嗣

酬は
問
陶
霊

(
タ
オ

Tピ
ン
)
は
第
一
聖
書
に
な
る
収
書

5れ
て
い

Z
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
害
さ
れ
た
入
警
は
外
国
人
史
一

執

ち

園

開

膨

れ

跡

捜

一市

立

闘

「

1

4

-島
脚
立
幽

F
Lム
朝
さ
ん
が
、
従
順
に
聴
取
に
応
じ
ほ
ど
量
行
妻
け
た
よ
に
手
が
調
査
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
木
光
明
(
日
本
体
育
大
関
電
デ
ュ

1
プ

ロ

セ

ス

(

適

一

一

平

た

箇

・

咽

謝

鋪

笥

f

四年

一息

植

問

J
L
L懇
唱

均

概

な

い

と

い

、

き

入

国

警

察

自

主

十

五

日

た

o

旬

、

田

中

宏

(

一

橋

大

教

法

〈

言

)

も

不

十

企

(

佐

一

併

女

箇

へ

衣

類

一

唱

は

圏

諸

山

一

盛

緬

題

醤

鵬

V
ぞ
相
官
に

「
票
お
出
草
さ
ん
空
間
も
隔
離
室
に
収
警
れ
、
食
水
野
さ
ん
は

「

入

空

襲

号

、

旗
手
明

(
C
A
L
L
々
木
さ
ん
)

0

「日

(2) 

?空白雪大切にします主享 I 

E&Eの東芝

多発する暴行事件の背景を探る

〈木曜日〉1995年 4月 20日
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わずか92L。
お風呂の浴槽のほぼ半分で洗えますず
「新構造節水槽」と「倍速、Y-t'ワーすすぎ」でムダ水を
おさえて、経済的にお洗濯。

たった28分で
きれいに洗い上げまホ
「反転竜巻水流」と「倍速シャワーすすぎ」が実現。

しかも洗浄力が約30%アップも(強力コスの場合)
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快速~ tl 
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安斉~ ./'、来斤隠胃国釜~

」叫即日し

科長ぶ

1議

留品 --'-"込〆

2主

レ

時開約半分・求豹半分で、

すっきりきれいlこ洗えます二

4:: 

志 川働み品タ掛吋W曲、，

;二ぷ:1#1-4脳府母

ø?~~ 
.'院

も

H

社
会
や
学
校
に

捻 V

一 一一一、俸制優必， ~の会 l 
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登
校
拒
否
を
話
し
合
う

W 
初v

50号特曜の小冊子

、，
eべ

t~，:，;; ，\、'~)~~詰T

43州場訟で
，:~)~r2..;お時

二戸Jγ
'.J 1もr守

TOSHIBA 

埼

玉

県

北

本

市

の

母

と

教

師

が

集

っ

て

:・

子
の
側
に
立
ち
あ
せ
ら
ず
に

北
本
市
に
住
む
登
校
拒
王
国
の
と
つ
け
た
の
は
、
急
が
ず
ゆ
っ
最
初
の
と
ろ
、
乙
の
会
の
集

娘
を
持
つ
母
、
現
役
の
教
師
で
く
り
子
ど
も
の
心
が
熟
す
る
の
り
も
決
、
涙
の
連
続
だ
っ
た
。

登
校
拒
否
の
子
を
待
つ
母
、
現
宇
待
と
う
と
い
宅
三
岡
持
を
、
首
励
ま
し
あ
い
、
乙
ん
な
時
は
ど

役
の
教
師
の
三
人
が
こ
の
会
を
話
か
ら
。
反
部
は
大
き
か
っ
た
。
う
一
対
応
し
た
色
い
い
か
ハ
ウ
ツ

作
っ
た
の
は
一
九
九
O
年
の
正
実
は
う
ち
の
子
も
i
iと
入
会
ウ
を
教
え
あ
い
|
|
。
「
し
か

月
だ
っ
た
。
そ
の
少
し
前
、
文
希
望
が
相
次
ぎ
、
登
校
拒
否
兜
し
、
そ
れ
で
は
何
も
解
決
し
な

部
省
を
パ
ッ
ク
に
「
登
校
拒
苔
の
多
発
し
て
い
る
現
実
を
知
ら
い
と
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
」

児
は
精
神
的
に
社
会
性
が
来
熱
さ
れ
た
。
九
二
年
、
文
部
省
は
と
創
立
メ
ン
バ
ー
の
原
口
日
出

J旨

か
し
、
平
ど
も
は
ま
す
ま
す
追

い
つ
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
『
子

ど
も
は
学
校
へ
行
か
な
い
こ
と

に
罪
の
意
識
を
持
っ
て
い
ま

す
。
親
が
悩
め
ば
悩
む
ほ
ど
、

自
分
を
さ
い
な
む
の
で
す
」
。

「
結
局
、
子
ど
も
を
受
け
入
れ
、

対
し
、
も
の
を
=一冨
い
、
主
張
す

る
嗣
ヂ
に
学
校
側
む
壁
は
ま
だ

ま
だ
厚
い
。
「
至
A
忘
い
母
親

が
伺
を
一
軍
つ
」
と
。
父
親
の
参

加
も
ま
だ
般
か
し
い
さ
つ
だ
。

会
員
た
ち
は
い
う
。
「
夫
の
心

の
底
に
μ
手
少
」
も
一
人
ろ
く
に

し

@
け

ね
。
私
が
校
長
に
、
し
ば
ら
く
は
毎
月
一
回
出
し
て
い
る
4
翌

学
校
を
休
ま
せ
、
綾
子
を
見
ま
月
の
お
知
ち
せ
を
天
れ
、
あ
と

す
、
と
富
り
た
色
、

H

お
父
さ
は
会
員
の
原
稿
ニ
っ
、
一
ニ
っ
。

ん
に
お
会
い
し
党
い
M
H

。
も
し
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
、
ワ
ラ
半
紙

第 1094号

。

O 

。
「
=
一
年
寝
太
郎
の
会
」

H
代

表
・
伊
藤
良
子
さ
ん
官
0
4
8

5
・m記
-
R
3
2
5

川

明

A
4
M
だ
っ
た
と
言
っ
。
叔
母

3
人
の
中
で
l
人

が

い

じ

め

話

を

し

た

そ

つ

だ

。

か

も

し

れ

な

い

句

号

れ

っ

き

り

酬

と

経

験

の

す

べ

て

宇

傾

け

た

も

川

川

は

「

何

す

る

の

/

」

と

担

駆

ら

れ

て

い

て

、

池

の

ほ

と

り

の

霊

泉

警

手

が

離

せ

な

学

校

か

ら

は

何

量

管

雪

山

F
・

の

で

す

。

川

川
昔
、
名
古
屋
に
住
む
量
り
た
が
、
悪
夢
¥
て
追
い
つ
老
企
危
害
要
る
さ
つ
2
い
お
と
と
で
、
富
に
は
教
春
休
み
に
入
っ
た
と
い
う
o

川

F

著

初

め

て

室

の

害

方

、

Q

山

川
に
会
っ
た
。
叔
母
は
健
の
後
り
な
か
っ
た
o
が、

か
な
り
離
人
か
ら
命
令
さ
れ
た
。
し
か
務
主
任
が
で
た
o
叔
母
は
住
品
一
瞬
白
書
は
見
過
川

浮

、

子

た

ま

ア

ラ

l
ザ
喜
屋
、
乳
本
の
リ
ス
ト
d

は
い
ろ
い
ろ
&
会
主
し
く
、
震
品
川

酬
半
尺
体
迫
撃
え
が
気
に
な
れ
て
い
る
木
陰
か
ら
っ
入
信
し
、
結
果
と
し
て
叔
母
に
追
い
所
、
氏
名
、
年
齢
差
号
、
事
己
主
お
で
き
な
い
問
題
を
川
ク
裕
幼
児
厚
絵
本
場
グ
ラ
ン
あ
っ
て
主
ち
ゃ
ん
向
き

(
l
さ
れ
、
お
す
す
君
事
リ
ス
川

山
り
、

1
日
2
回
散
歩
し
て
い
書
出
て
卒
、

3
人
星
空
れ
た
た
め
、
パ
ツ
に
か
の
い
き
さ
つ
季
短
か
に
語
し
抱
ぞ
い
る
雪
に
も
雪
。

亡

つ

ッ

中

言

、

そ

し

言

語

Z
A
)絵
本

努

イ

ド

は

言

語

写

真

つ

き

で

入

品

五

月

三

日

オ

ー

プ

ン

!

2
4足
で
歩
く
の
で
疲
れ
て
内
見
て
い
る
と
、
起
の
腰
ば
ん
を
持
た
さ
れ
た
の
だ
る
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
事
主
「
愛
知
県
実
河
内
君
の
白
川

ブ

田

富
宝
章
者
・
田
中
裕
子
さ
を
い
と
思
い
事
。
て
い
ま
す
o

ハ
ン
ド
パ

d
r
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-

川
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
雪
弓

嘩

轟

韓

輯

輔

種

審

轟

轟

覇

嘩

購

ま

っ

た

ば

か

り

で

し

ょ

。

山

ど

ド

ん

か

ら

ほ

ど

「

赤

ち

ゃ

ん

に

国

宝

ん

が

と

の

昼

間

、

す

っ

と

入

芸

員

言

。

川

霊

言

語

車

、

子

ど

も

の

1
2員

川

あ

る

日

、

母

描

の

あ

た

購

期

購

鱒

嘩

舗

輔

副

髄

麗

鴎

鴫

潤

遭

他

に

も

い

じ

め

が

多

い

室

。
川

イ
贈
る
絵
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
本
屋
、
躍
社
と
じ
て
一

Zも
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
川
霊
盲
目
小
学
校
に
分
館

E
西
国
小
は
荻
窪
駅
の
富

山

長

ぜ

て

い

て

池

量

購

噛

輔

錦

騒

開

鋪

議

顛

山

市

白

鶴

も
っ
と
蓄
に
な
っ
て
も
、

J
つ

出

版

し

ま

弓

H
Eの
の
本
こ
か
か
わ
っ
て
き
語
た
巴
た
心
を
保

5
1て
聖

書

室

「

言

の

、

早

く

-2車
率

ん

覇
韓
霊
園
釦
醸
都
議
連
動
蜘
棚

、

U
J
E本

1
1
3
3
3V31aJAd--
議

川

さ

に

見

と

れ

て

足

を

止

め

襲
覇

覇

襲

車

種

覇

覇

襲

襲

醤

醸

し

と

思

う

け

ど

」

と

叔

母

は

川

絵

関

繍

社

社

波

堤

司

社

泊

四
ど

2日
々
重
明
言
か
剛

一
持
管
理

i
J汁
]
対
み
ど
り

5
2はい
じ

一

親

自

燃

:

…

ー

も

5
開

tm

zpよもの
ま
聖
打
た
れ
を
打
っ
た
史
主
は
、
木
陰
か
と
い
う
。
任
は

i
f
E
5
5
2
Eな
い

か

川

両

ユ

:L臨む
慎

二

九

に

で

議

み

宇

く

な

っ

て

い

山

川
て
、

足
が
よ
ろ
堂
」
転
げ
た
と
ら
出
て
聖
天
皇
室
に
私
は
即
答
で
き
な
か
っ
弓
と
奴
母
に
ケ
ガ
が
な
か
っ
き
と
思
う
と
胸
が
痛
む
と
も
い
川

面

V
州

療

機

瀦

錦

鶏

窓

餐

灘

酒

運

川

¥

酬
悩

ま
す
。
若
い
お
父
芝
、
富
山

川
い
う
o
鰐
い
て
銀
り
逗
る
と
、
カ
バ
ン
喜

2
5さ
せ

ら

そ

ん

な

ひ

ど

い

こ

毒

中

学

生

去

、

包

括

自

に

君

主

川

、

ゃ

…

二

J
…

一

議

遜

織

機

騒

さ

ん

に

、

お

す

す

弓

川

川
中
霊
ら
し
い
男
子
が
逃
げ
て
れ
て
帰
っ
て
行
っ
た
と
い
う
が
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
驚
い
た
感
じ
は
な
か
っ
た
と
い
を
「
雪
量
産

R

L
ち

f
ゅ一

rr一…
山

懇

機

畿

機

鰍

議

「赤
ち
ゃ
ん
に
贈
る
絵
本
ガ
川

川
い
く
の
が
見
え

2い
か
ば
え
は
事
円
重
で
あ
る
。

叔
母
は
制
服
と
臼
い
カ
パ
ン
う
。
ま
た
、
罪
事
っ
た
話
し
て
み
た
き
っ
か
し
ら
ふ

t
I
赤

j

政

一

:

…

濯

機

鋭

機

鰯

醤
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
(
グ
ラ
ン

i

川
ん
蓄
か
ら
下
げ
て
い
て
そ
叔
君
、

「こ
れ
が
い
じ
め
で
さ
の
中
意
分
か
っ
て
い
こ
と
で
も
あ
り
、
理
州
晶
子
校
と
笛
え
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
川

3
4

惑

…
J

ぷ
晴
子
)
ふ
一
川
一
づ
い

-TA
七

二

社

7
3円
)
喬
・
3
4
川

酬
の
遊
ん
で
葬
っ
た
の
は
だ
」
と
感
じ
た
と
い
う
。
た
の
で
、
す
ぐ
そ
量
産
電
に
あ
る
在
慰
霊
か
っ
た
の
だ
。
室
町
田
市
)
州

mF
E
Et医
長

E
む

3
・
2
5
1

川

川
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=
=
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=
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昌
三
一
三
=
一
三
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芸
Z
E
Z
E
z
-
-
三
一
三
=
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=
=
=
=
一
三
Z
E
-
-
E
Z
主
主
主
主
主
=
三
=
-
=
=
三
=
一
三
重
Z
E
-
-
一言=
一
言
=
=
三
三
=
一
三
一
三
=
=
三
-
三
恒
三
喜
三
三
=
一
三
=
=
=
=
三
三
至
=
三
-
童
三
三
=
日

川

未

曾

有

史

震

災

か

ち

三

カ

博

さ

ん

(

中

学

=

一年
)
の
ピ
ア
大
切
に
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
に
、
と
須
賀
さ
ん
は
次
の
さ
つ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
現
皇
が
倒
壊
し
て
い
な
い
家
か
。
家
の
中
が
破
損
し
、
被
災
剛
一

a
J了
』

酬

一一
一重
一
一
一
一
一
一

一

「

お

す

す

め

度

」

も

吠

っ

て

川

こ

iへ
富
口
組
票
あ
)
李
い
げ
演
需
よ
る
「
シ
乙

-Aう一L
と
一
語
っ
た

0
5る。

4

2
2」
り
ま
し
弓
庭
志
向
い
き
に
被
告
通
つ
民
章
一
入
れ
、
霊
金
は
ゼ
川
偽
鱒
謬
山

一
三
重
量
一
一

丁

楽

し

く

読

め

ま

す

・

川

ー

を

」

ち

で

語

れ

て

い

る

。

交

!

?

字

守

歌

」

な

ど

コ

ン

サ

l
よ
主
宰
し
た
須
「
要
望
救
援
は
、
大

V
よ
の
視
察
は
人
季
最
て
い
る
。
霊
金
は
均
一
に
ま
と
も
。
同
情
は
い
ら
一
一
羽

ι

一
重
量
一
一
一

日

叩

川

、

を

通

が

最

後

ま

主

要

」

れ

、

?U奏
で
完
た
o

貿
玲
平
さ
ん
は
、
言
語
型
レ
ス
キ
ュ
ー
車
パ
ト
カ
ー
ら
な
い
き
に
、
京
阪
に
し
し
、
そ
寝
襲
況
に
応
じ
な
い
、
習
な
議
室
、
と
い
酬
額
¥
十
川

一
=
彊
E
=
一
一
発
吹
田
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
ス

第 1094号

ち
ょ
っ
と
一
言

「
ま
ち
の
子
ど
も
の

日
」
開
設

同
年
の
経
験
と
知
識
で

杉
並
区
立
西
日
小
学
校
郷
土
資
料
展
示
室

たせら如
、
一
6

0

b

、
F

M
例

M出

ア

下

川

H
H

d

E

3

8

 

こ
レ

M
m
M

L
s
q
U
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t
投

ω副

書

山
山
話

X

-
凡

A

一
リ
め
電
F

す
ノ
‘
コ
一
む

部

ベ

一一つ

集

の

あ

編

仁

ず
主

力
ん
と
み
こ

だ
抽
出
現
に
あ
る
。
屡
霊
ほ
と

り
£
つ
な
地
域
の
特
色
亭
歳
り

入
れ
て
、
昭
和
初
年
代
か
色
弱

年
に
か
け
て
の
町
の
一暮
吾
じ
が

テ
1
7
に
な
っ
て
い
る
。

壁
段
高
筈
ν、
放
線
鐙
且

警
遊
び
、
家

γ占
開
っ
玄
¥
る

と
い
う
語
の
子
ど
も
の
占

を
「
ま
な
び
」
「
あ
そ
び
」

「
く
ら
し
」
で
表
わ
し
て
い

る。
昼
ホ
に
は
昭
和
初
年
代
の
町

の
生
辛
口
#
掻
い
て
好
評
の
漫
画

家
、
酋
岸
良
早
さ
ん
の
コ
ニ
丁

目
の
夕
日
」
(
小
学
館
)
の
イ

ラ
ス
ト
や
学
校
行
事
の
写
真
、

懇
話
相
襲
員
、
翼
量
、

壁
画
。
実
際
に
触
っ
て
湾
へ
る

当
時
の
お
も
ち
ゃ
(
プ
リ
£
玩

具
、
セ
ル
ロ
イ
ド
玩
具
、
ベ
1

ゴ
マ
、
め
ん
ミ
ダ
ッ
コ
ち
ゃ

ん
ん
形
ほ
か
)
。
月
光
壁
画
、

赤
胴
鈴
之
助
、
リ
ボ
ン
の
騎
士

多
あ
遣
が
あ
り
、
懐
レ
い

風
慣
が
広
が
る
。

なお、

5
月
3
日
闘
は
降
、

開
校
の
生
産
単
歯
援
輿
宰
夢
目

的
重
で
、
開
設
記
念
講
演
品
会
が

行
わ
れ
る
。
テ
!
?
は
「
昭
和

初
年
代
室
。
の
ヰ
ル
』
も
の
一

日
」
と
し
て
川
本
三
郎
(
評
論

家
)
さ
ん
が
語
る
。

聞
い
合
お
せ
・

・杉
並
区
立
時
間

+宙
物
館
百
一
山
・

3
3
1
7
・

!
l。

昭和20年代~30年代にかけての「あそびJ と「くらし」がテーマです

(障3種郵便物認可)

靖
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安泰 f、来n-1!n国

活

散

歩

生

受き

た

ま

に

は

、

道

草

。

u
r
u
庄
で
ば
か
り
書
い
て
い
る
と

心
が
少
し
ず
つ
一
か
わ
い
て
き
ま
ナ

t
f、¥
も
弘
、

た
ま
に
位
、
の
ん
び
り
歩
い
て
み
た
り

駅
ま
で
の
道
順
を
変
え
て
み
た
り
。

持
ら
し
の
中
の
小
さ
を
ゆ
と
り
を

一菱
地
所
ほ
太
切
に
し
よ
ヲ
と
思
い
ま
す
。人三菱地所桟式会事士 山H 肝 代間

一

局

1
i

一
明

nδ

制

山

4

同

剖

剖

F
h
u

u引

陣

宝

F
h

u

.，a
レ
.、J

募

油

引

一

一

員

凶

ト

ハ

リ

会

叫

官

ヮ

“

日

恥

1
1

州
何

n
り

一
剖

…
一幽

".崎間 IO:OO-18:00t土.n.t5ln定体}

関

ず
、
犬
の
辛
フ
な
姿
斡
で
食
事
い
え
る
摘
発
と
な
し
崩
し
的
な
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
戦
後
入
管
体
外
国
人
の
労
働
力
は
必
要
。
も
く
、
人
権
保
障
の
士
葎
と
し
て

現
在
、
日
本
民
約
一
宇
万
人
の
外
国
λ
訟
指
藩
在
、
資
格
祭
勢
吾
レ
て
い
る

4
暮
れ
て
い
る
可
塁
、
ご

-Eた

雲
持
」
ら
れ
た
。
そ
の
後
ア
ム
要
議
事
件
(
警
蜜
捕
に
準
じ
制
、
入
管
活
の
問
題
点
、
外
国
う
腹
を
く
く
り
間
口
を
広
げ
る
考
え
る
制
度
が
必
要
だ
」
(
旗

外
国
人
揺
す
歪
霧
省
入
国
軍
麗

(入
管
〕
の
摘
語
や
町
民
食
器
宅
の
舞
行
、
脅
迫
、
窃
盗
事
、
人
権
侵
害
聖
ジ
ャ
デ
ィ
完
は
国
家
賠
償
鱗
た
収
容
)
の
乱
用
が
、
法
号
人
労
働
政
策
な
ど
が
語
ら
れ

こ
と
。
現
在
資
格
が
と
つ
で
あ
手
さ
ん
)
の
発
一
一
宮
が
あ
っ
た
。

が
相
次
い
で
秀
賞
し
て
い
る
。
市
民
団
体
の
「
入
管
関
覇
客
室
宮
」

(代
表
・
鬼
害
前
日
弁
護
土
)
は
、
入
賞
行
政
の
あ
り
求
絞
雰
提
起
し
た
が
、
第

一
定
め
た
原
則
手
続
を
も
寝
視
さ
た
。
つ
で
も
、
い
っ
た
ん
入
国
し
た
最
後
に
、
同
会
代
表
の
鬼
東

方
喜
本
的
ド
克
直
す
れ
あ
門
出
惑
を
恒
宇
る
必
要
が
君
主
菌
の
弁
護
士
、
運
動
団
侍
旬
。
ひ
か
は
f
ン
ケ
l
卜
調
査
回
口
頭
弁
検
命
期
目
前
に
、
せ
、
思
符
柔
禽
守
る
草
に
日
本
は
戦
前
旧
植
民
地
出
身
人
遣
の
人
権
保
障
季
ベ
き
。
さ
ん
が
、
外
国
人
の
人
権
確
立

を，

q
Qそ
の
詞
妻
踏
ま
ー
だ
シ
ン
ポ
ぢ
ム
友
箇
人
の
ふ
権
主
人
質
詰
ほ
い
干
l
多
発
す
孟
葬
活
作
の
背
景
入
管
当
局
は
草
イ
ラ
ン
に
強
な
っ
て
い
る
。
ぎ
た
、
違
反
調
者
た
ち
に
日
本
国
管
重
要
レ
い
ま
は
M

外
国
人
は
煮
て
食
お
の
た
め
に
、
収
容
場
内
の
処
遇

制
送
還
し
た
。
査
・
審
査
時
の
通
訳
が
不
十
た
に
も
か
か
わ
民
子
戦
後
は
通
う
と
焼
い
て
食
お
う
と
白
本
の
に
関
す
る
内
規
や
、
適
用
実
帳
、

露
呈
を
百
、
事
・
八
T
砲
の
聖
祭
器
福
祉
Z
語
乏
け
っ
た
P

読
者
智
五
十
人
。

第
二
庁
舎
内
収
容
所
に
お
い
分
。
黙
秘
悔
や
弁
護
人
選
存
権
遥
の
み
で
国
語
#
詞
琢
し
、
国
勝
手
H

の
状
態
だ
」
(
田
中
さ
収
容
場
内
の
視
察
や
違
法
事
例

間
関
妻
の
水
野
一
彰
ま
え
な
っ
た
」
と
f

固
い
、
実
例
を
交
砕
受
け
た
ゴ
ア
ノ
人
が
醤
察
署
ど
の
暴
行
を
受
げ
た
。
て
被
収
容
者
に
対
喜
零
行
が
の
止
局
も
な
く
、
手
続
の
概
要
籍
条
項
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
ん
)
、
「
外
国
人
の
…
労
働
力
を
の
収
集
な
ど
の
入
管
行
政
の
契

(
弁
護
士
)
は

「
ア
ン
ケ
ー
ト
え
な
が
色
結
罪
報
告
し
た
。
留
署
で
死
亡
す
量
件
が
起
陶
さ
ん
は
前
夜
、
新
宿
署
ξ

日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
に
つ
い
て
の
説
明
牢
分
草
人
権
保
陣
営
口
排
除
じ
、
差
別
景
気
の
調
整
弁
と
し
て
使
っ
て
懸
開
票
必
要
と
提
案
し
、
「
入

調
査
に
よ
っ
「
ム
摘
発
や
収
容
時
昨
年
六
月
、
よ
野
公
園
で
上
き
た
。
死
因
は
肺
動
脈
血
栓
衷
京
入
管
が
新
宿
・
歌
舞
伎
町
は
、
元
入
管
笹
備
中
国
の
一
男
性
の
な
い
。
、
星
宮
町
輔
副
手
続
に
は
木
を
し
て
き
た
o
日
本
の
外
国
人
い
る
。
需
要
の
状
況
に
よ
っ
て
笛
政
策
の
寂
本
的
見
直
し
を
強

の
暴
力
の
実
態
が
明
ら
か
に
野
署
と
東
京
入
管
盟
百
聞
摘
発
症
。
遺
体
に
は
、
頭
部
に
還
で
行
っ
た
「
環
境
浄
化
作
戦
」
内
聾
異
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
服
審
査
手
続
が
あ
る
の
だ
が
、
法
制
度
に
は
、
出
入
国
管
理
外
国
人
排
除
が
強
く
な
っ
た
り
く
求
め
る
た
め
の
運
動
を
た
か

|

|

|

体

h-温圃刊
幽
明
限
傷
や
多
数
出
出
血
痘
が
あ
っ
で
、
超
需
在
、
資
絡
会
就
労
な
っ
た
。
言
う
と
と
を
聞
か
な
華
人
や
補
助
人
が
め
っ
た
に
法
、
難
民
癒
定
法
、
外
国
人
登
弱
く
な
っ
た
り
す
る
。
彼
主
」
め
さ
つ
f
」
と
呼
び
か
け
た
。

引
U
E
e--み
も

圃

畠

漕

開

P
弓
イ
ラ
ン
人
の
言
、
益
見
合
緊
急
害
走
。
塁
打
い
外
人
に
、
一
部
品
宣
言
、

外
国
人
に
半
分
な
事
あ
る
が
、
量
入
量
産
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な

ご
ウ
二

Z前
開
肉
離
昔
時
に
は
体
宮
く
、
を
は
、
同
夜
摘
発
さ
れ
た
智
干
「
し
め
よ
う
」
と
別
室
に
連
れ
反
倫
や
証
拠
収
集
が
出
来
な
に
重
量
認
の
震
で
し
か

7
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-

一宇

二

惣

J
一

秘

書

弘

な

か

っ

;

は

摘

発

逮

名

寄

国

人

自

主

一

日

た

語

、

!

?

制

い

。
し
か
実
ム
開
。
ま
べ
な
い
。
日
本
文
書
富
一

t
R
1
1
3

一ン
ポ
一

一
丘

一

曲

師

出

直

苦

言

語

原

男

た

め

、

告

書

記

裁

を

加

え

た

o
片

足

の

ゴ

フ

ン

雲

語

手

童

話

属

部

象

に

な

っ

て

い

患

は

、

日

本

一

こ

』

願

圃

隈

a:川
淵
鶴

一

ず

/

一

コ

短

駈

E註
酔

失

望

襲

撃

訴

訟

毒

害

、

襲

撃

で

国

語

人

が

鉄

格

子

に

手

錠

で

用

さ

で

警

告

芸

員

の

一

国

内

に

い

吉

本

の

国

警

一

日

会

議

朝

江

閣

議

一
切
ク
一
一

i
e装
闘

園

理

主

」

し

て

い

る

。

襲

撃

中

。

れ

、

長

い

閲

E
Eされ
三
君
チ
ェ
ッ
ク
在
い
と
と
持
っ
て
い
夫

2い
量
一

U
集

j
関
J
j哩
川
J

醐

蚕

た

一

一

叫

酬

を

凶

踊

臨

機

織

ま

周
年
平
一
月
百
に
は
、
収
容
中
の
外
国
人
幸
喜
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
が
、
手
続
中
の
暴
言
重
さ
い
の
後
、
一

新

法

i

E
部
品
物
単

一直

え

一

閉

口

ι白圃
鵬
盤
去
費
入
国
軍
局
第
一
一
室
で
差
暴
行
歪
受
け
て
い
る
。
ィ
ぅ
。

t
i
F
7
Eく
因
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
い
「
排
除
主
義
と
差
別
事
の
一
志
憲

E
5
1雌旬
、，

時

同

師

一

宮

一

一

行

4
4凶
融
磨
れ
違
反
調
書
自
国
人
室
、
ラ
元
の
ア
ム
ジ
ャ
デ
ィ
さ
ん
益
、
福
岡
主
国

公

立

葬

場

い

て

立

法

化

一

崎

明

輔
副

ι最
凶

糊
幽
唯

一語

一

声

仁

一

切

嗣

酬は
問
陶
霊

(
タ
オ

Tピ
ン
)
は
第
一
聖
書
に
な
る
収
書

5れ
て
い

Z
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
害
さ
れ
た
入
警
は
外
国
人
史
一

執

ち

園

開

膨

れ

跡

捜

一市

立

闘

「

1

4

-島
脚
立
幽

F
Lム
朝
さ
ん
が
、
従
順
に
聴
取
に
応
じ
ほ
ど
量
行
妻
け
た
よ
に
手
が
調
査
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
木
光
明
(
日
本
体
育
大
関
電
デ
ュ

1
プ

ロ

セ

ス

(

適

一

一

平

た

箇

・

咽

謝

鋪

笥

f

四年

一息

植

問

J
L
L懇
唱

均

概

な

い

と

い

、

き

入

国

警

察

自

主

十

五

日

た

o

旬

、

田

中

宏

(

一

橋

大

教

法

〈

言

)

も

不

十

企

(

佐

一

併

女

箇

へ

衣

類

一

唱

は

圏

諸

山

一

盛

緬

題

醤

鵬

V
ぞ
相
官
に

「
票
お
出
草
さ
ん
空
間
も
隔
離
室
に
収
警
れ
、
食
水
野
さ
ん
は

「

入

空

襲

号

、

旗
手
明

(
C
A
L
L
々
木
さ
ん
)

0

「日

(2) 

?空白雪大切にします主享 I 

E&Eの東芝

多発する暴行事件の背景を探る

〈木曜日〉1995年 4月 20日

全自動洗濯機AW-60X7(容量6.0kg)本体標準価格97，000円(税制
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わずか92L。
お風呂の浴槽のほぼ半分で洗えますず
「新構造節水槽」と「倍速、Y-t'ワーすすぎ」でムダ水を
おさえて、経済的にお洗濯。

たった28分で
きれいに洗い上げまホ
「反転竜巻水流」と「倍速シャワーすすぎ」が実現。

しかも洗浄力が約30%アップも(強力コスの場合)

田町出
快速~ tl 

ーーーーーーー由ーーーーーーーーーーーーーー一ーーー一ー

安斉~ ./'、来斤隠胃国釜~

」叫即日し

科長ぶ

1議

留品 --'-"込〆

2主

レ

時開約半分・求豹半分で、

すっきりきれいlこ洗えます二

4:: 
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登
校
拒
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を
話
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合
う
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埼

玉

県

北

本

市

の

母

と

教

師

が

集

っ

て

:・

子
の
側
に
立
ち
あ
せ
ら
ず
に

北
本
市
に
住
む
登
校
拒
王
国
の
と
つ
け
た
の
は
、
急
が
ず
ゆ
っ
最
初
の
と
ろ
、
乙
の
会
の
集

娘
を
持
つ
母
、
現
役
の
教
師
で
く
り
子
ど
も
の
心
が
熟
す
る
の
り
も
決
、
涙
の
連
続
だ
っ
た
。

登
校
拒
否
の
子
を
待
つ
母
、
現
宇
待
と
う
と
い
宅
三
岡
持
を
、
首
励
ま
し
あ
い
、
乙
ん
な
時
は
ど

役
の
教
師
の
三
人
が
こ
の
会
を
話
か
ら
。
反
部
は
大
き
か
っ
た
。
う
一
対
応
し
た
色
い
い
か
ハ
ウ
ツ

作
っ
た
の
は
一
九
九
O
年
の
正
実
は
う
ち
の
子
も
i
iと
入
会
ウ
を
教
え
あ
い
|
|
。
「
し
か

月
だ
っ
た
。
そ
の
少
し
前
、
文
希
望
が
相
次
ぎ
、
登
校
拒
否
兜
し
、
そ
れ
で
は
何
も
解
決
し
な

部
省
を
パ
ッ
ク
に
「
登
校
拒
苔
の
多
発
し
て
い
る
現
実
を
知
ら
い
と
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
」

児
は
精
神
的
に
社
会
性
が
来
熱
さ
れ
た
。
九
二
年
、
文
部
省
は
と
創
立
メ
ン
バ
ー
の
原
口
日
出

J旨

か
し
、
平
ど
も
は
ま
す
ま
す
追

い
つ
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
『
子

ど
も
は
学
校
へ
行
か
な
い
こ
と

に
罪
の
意
識
を
持
っ
て
い
ま

す
。
親
が
悩
め
ば
悩
む
ほ
ど
、

自
分
を
さ
い
な
む
の
で
す
」
。

「
結
局
、
子
ど
も
を
受
け
入
れ
、

対
し
、
も
の
を
=一冨
い
、
主
張
す

る
嗣
ヂ
に
学
校
側
む
壁
は
ま
だ

ま
だ
厚
い
。
「
至
A
忘
い
母
親

が
伺
を
一
軍
つ
」
と
。
父
親
の
参

加
も
ま
だ
般
か
し
い
さ
つ
だ
。

会
員
た
ち
は
い
う
。
「
夫
の
心

の
底
に
μ
手
少
」
も
一
人
ろ
く
に

し

@
け

ね
。
私
が
校
長
に
、
し
ば
ら
く
は
毎
月
一
回
出
し
て
い
る
4
翌

学
校
を
休
ま
せ
、
綾
子
を
見
ま
月
の
お
知
ち
せ
を
天
れ
、
あ
と

す
、
と
富
り
た
色
、

H

お
父
さ
は
会
員
の
原
稿
ニ
っ
、
一
ニ
っ
。

ん
に
お
会
い
し
党
い
M
H

。
も
し
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
、
ワ
ラ
半
紙

第 1094号

。

O 
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一
年
寝
太
郎
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会
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H
代

表
・
伊
藤
良
子
さ
ん
官
0
4
8

5
・m記
-
R
3
2
5

川

明

A
4
M
だ
っ
た
と
言
っ
。
叔
母

3
人
の
中
で
l
人

が

い

じ

め

話

を

し

た

そ

つ

だ

。

か

も

し

れ

な

い

句

号

れ

っ

き

り

酬

と

経

験

の

す

べ

て

宇

傾

け

た

も

川

川

は

「

何

す

る

の

/

」

と

担

駆

ら

れ

て

い

て

、

池

の

ほ

と

り

の

霊

泉

警

手

が

離

せ

な

学

校

か

ら

は

何

量

管

雪

山

F
・

の

で

す

。

川

川
昔
、
名
古
屋
に
住
む
量
り
た
が
、
悪
夢
¥
て
追
い
つ
老
企
危
害
要
る
さ
つ
2
い
お
と
と
で
、
富
に
は
教
春
休
み
に
入
っ
た
と
い
う
o

川

F

著

初

め

て

室

の

害

方

、

Q

山

川
に
会
っ
た
。
叔
母
は
健
の
後
り
な
か
っ
た
o
が、

か
な
り
離
人
か
ら
命
令
さ
れ
た
。
し
か
務
主
任
が
で
た
o
叔
母
は
住
品
一
瞬
白
書
は
見
過
川

浮

、

子

た

ま

ア

ラ

l
ザ
喜
屋
、
乳
本
の
リ
ス
ト
d

は
い
ろ
い
ろ
&
会
主
し
く
、
震
品
川

酬
半
尺
体
迫
撃
え
が
気
に
な
れ
て
い
る
木
陰
か
ら
っ
入
信
し
、
結
果
と
し
て
叔
母
に
追
い
所
、
氏
名
、
年
齢
差
号
、
事
己
主
お
で
き
な
い
問
題
を
川
ク
裕
幼
児
厚
絵
本
場
グ
ラ
ン
あ
っ
て
主
ち
ゃ
ん
向
き

(
l
さ
れ
、
お
す
す
君
事
リ
ス
川

山
り
、

1
日
2
回
散
歩
し
て
い
書
出
て
卒
、

3
人
星
空
れ
た
た
め
、
パ
ツ
に
か
の
い
き
さ
つ
季
短
か
に
語
し
抱
ぞ
い
る
雪
に
も
雪
。

亡

つ

ッ

中

言

、

そ

し

言

語

Z
A
)絵
本

努

イ

ド

は

言

語

写

真

つ

き

で

入

品

五

月

三

日

オ

ー

プ

ン

!

2
4足
で
歩
く
の
で
疲
れ
て
内
見
て
い
る
と
、
起
の
腰
ば
ん
を
持
た
さ
れ
た
の
だ
る
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
事
主
「
愛
知
県
実
河
内
君
の
白
川

ブ

田

富
宝
章
者
・
田
中
裕
子
さ
を
い
と
思
い
事
。
て
い
ま
す
o

ハ
ン
ド
パ

d
r
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-

川
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
雪
弓

嘩

轟

韓

輯

輔

種

審

轟

轟

覇

嘩

購

ま

っ

た

ば

か

り

で

し

ょ

。

山

ど

ド

ん

か

ら

ほ

ど

「

赤

ち

ゃ

ん

に

国

宝

ん

が

と

の

昼

間

、

す

っ

と

入

芸

員

言

。

川

霊

言

語

車

、

子

ど

も

の

1
2員

川

あ

る

日

、

母

描

の

あ

た

購

期

購

鱒

嘩

舗

輔

副

髄

麗

鴎

鴫

潤

遭

他

に

も

い

じ

め

が

多

い

室

。
川

イ
贈
る
絵
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
本
屋
、
躍
社
と
じ
て
一

Zも
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
川
霊
盲
目
小
学
校
に
分
館

E
西
国
小
は
荻
窪
駅
の
富

山

長

ぜ

て

い

て

池

量

購

噛

輔

錦

騒

開

鋪

議

顛

山

市

白

鶴

も
っ
と
蓄
に
な
っ
て
も
、

J
つ

出

版

し

ま

弓

H
Eの
の
本
こ
か
か
わ
っ
て
き
語
た
巴
た
心
を
保

5
1て
聖

書

室

「

言

の

、

早

く

-2車
率

ん

覇
韓
霊
園
釦
醸
都
議
連
動
蜘
棚

、

U
J
E本

1
1
3
3
3V31aJAd--
議

川

さ

に

見

と

れ

て

足

を

止

め

襲
覇

覇

襲

車

種

覇

覇

襲

襲

醤

醸

し

と

思

う

け

ど

」

と

叔

母

は

川

絵

関

繍

社

社

波

堤

司

社

泊

四
ど

2日
々
重
明
言
か
剛

一
持
管
理

i
J汁
]
対
み
ど
り

5
2はい
じ

一

親

自

燃

:

…

ー

も

5
開

tm

zpよもの
ま
聖
打
た
れ
を
打
っ
た
史
主
は
、
木
陰
か
と
い
う
。
任
は

i
f
E
5
5
2
Eな
い

か

川

両

ユ

:L臨む
慎

二

九

に

で

議

み

宇

く

な

っ

て

い

山

川
て
、

足
が
よ
ろ
堂
」
転
げ
た
と
ら
出
て
聖
天
皇
室
に
私
は
即
答
で
き
な
か
っ
弓
と
奴
母
に
ケ
ガ
が
な
か
っ
き
と
思
う
と
胸
が
痛
む
と
も
い
川

面

V
州

療

機

瀦

錦

鶏

窓

餐

灘

酒

運

川

¥

酬
悩

ま
す
。
若
い
お
父
芝
、
富
山

川
い
う
o
鰐
い
て
銀
り
逗
る
と
、
カ
バ
ン
喜

2
5さ
せ

ら

そ

ん

な

ひ

ど

い

こ

毒

中

学

生

去

、

包

括

自

に

君

主

川

、

ゃ

…

二

J
…

一

議

遜

織

機

騒

さ

ん

に

、

お

す

す

弓

川

川
中
霊
ら
し
い
男
子
が
逃
げ
て
れ
て
帰
っ
て
行
っ
た
と
い
う
が
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
驚
い
た
感
じ
は
な
か
っ
た
と
い
を
「
雪
量
産

R

L
ち

f
ゅ一

rr一…
山

懇

機

畿

機

鰍

議

「赤
ち
ゃ
ん
に
贈
る
絵
本
ガ
川

川
い
く
の
が
見
え

2い
か
ば
え
は
事
円
重
で
あ
る
。

叔
母
は
制
服
と
臼
い
カ
パ
ン
う
。
ま
た
、
罪
事
っ
た
話
し
て
み
た
き
っ
か
し
ら
ふ

t
I
赤

j

政

一

:

…

濯

機

鋭

機

鰯

醤
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
(
グ
ラ
ン

i

川
ん
蓄
か
ら
下
げ
て
い
て
そ
叔
君
、

「こ
れ
が
い
じ
め
で
さ
の
中
意
分
か
っ
て
い
こ
と
で
も
あ
り
、
理
州
晶
子
校
と
笛
え
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
川

3
4

惑

…
J

ぷ
晴
子
)
ふ
一
川
一
づ
い

-TA
七

二

社

7
3円
)
喬
・
3
4
川

酬
の
遊
ん
で
葬
っ
た
の
は
だ
」
と
感
じ
た
と
い
う
。
た
の
で
、
す
ぐ
そ
量
産
電
に
あ
る
在
慰
霊
か
っ
た
の
だ
。
室
町
田
市
)
州

mF
E
Et医
長

E
む

3
・
2
5
1

川

川
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三
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一
三
一
=
=
=
呈
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一
三
一
三
=
=
=
=
=
昌
三
一
三
=
一
三
一
芸
Z
E
Z
E
z
-
-
三
一
三
=
=
=
=
=
=
一
三
Z
E
-
-
E
Z
主
主
主
主
主
=
三
=
-
=
=
三
=
一
三
重
Z
E
-
-
一言=
一
言
=
=
三
三
=
一
三
一
三
=
=
三
-
三
恒
三
喜
三
三
=
一
三
=
=
=
=
三
三
至
=
三
-
童
三
三
=
日

川

未

曾

有

史

震

災

か

ち

三

カ

博

さ

ん

(

中

学

=

一年
)
の
ピ
ア
大
切
に
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
に
、
と
須
賀
さ
ん
は
次
の
さ
つ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
現
皇
が
倒
壊
し
て
い
な
い
家
か
。
家
の
中
が
破
損
し
、
被
災
剛
一

a
J了
』

酬

一一
一重
一
一
一
一
一
一

一

「

お

す

す

め

度

」

も

吠

っ

て

川

こ

iへ
富
口
組
票
あ
)
李
い
げ
演
需
よ
る
「
シ
乙

-Aう一L
と
一
語
っ
た

0
5る。

4

2
2」
り
ま
し
弓
庭
志
向
い
き
に
被
告
通
つ
民
章
一
入
れ
、
霊
金
は
ゼ
川
偽
鱒
謬
山

一
三
重
量
一
一

丁

楽

し

く

読

め

ま

す

・

川

ー

を

」

ち

で

語

れ

て

い

る

。

交

!

?

字

守

歌

」

な

ど

コ

ン

サ

l
よ
主
宰
し
た
須
「
要
望
救
援
は
、
大

V
よ
の
視
察
は
人
季
最
て
い
る
。
霊
金
は
均
一
に
ま
と
も
。
同
情
は
い
ら
一
一
羽

ι

一
重
量
一
一
一

日

叩

川

、

を

通

が

最

後

ま

主

要

」

れ

、

?U奏
で
完
た
o

貿
玲
平
さ
ん
は
、
言
語
型
レ
ス
キ
ュ
ー
車
パ
ト
カ
ー
ら
な
い
き
に
、
京
阪
に
し
し
、
そ
寝
襲
況
に
応
じ
な
い
、
習
な
議
室
、
と
い
酬
額
¥
十
川

一
=
彊
E
=
一
一
発
吹
田
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
ス

第 1094号

ち
ょ
っ
と
一
言

「
ま
ち
の
子
ど
も
の

日
」
開
設

同
年
の
経
験
と
知
識
で

杉
並
区
立
西
日
小
学
校
郷
土
資
料
展
示
室

たせら如
、
一
6

0

b

、
F

M
例

M出

ア

下

川

H
H

d

E

3

8

 

こ
レ

M
m
M

L
s
q
U
2
J
 

t
投

ω副

書

山
山
話

X

-
凡

A

一
リ
め
電
F

す
ノ
‘
コ
一
む

部

ベ

一一つ

集

の

あ

編

仁

ず
主

力
ん
と
み
こ

だ
抽
出
現
に
あ
る
。
屡
霊
ほ
と

り
£
つ
な
地
域
の
特
色
亭
歳
り

入
れ
て
、
昭
和
初
年
代
か
色
弱

年
に
か
け
て
の
町
の
一暮
吾
じ
が

テ
1
7
に
な
っ
て
い
る
。

壁
段
高
筈
ν、
放
線
鐙
且

警
遊
び
、
家

γ占
開
っ
玄
¥
る

と
い
う
語
の
子
ど
も
の
占

を
「
ま
な
び
」
「
あ
そ
び
」

「
く
ら
し
」
で
表
わ
し
て
い

る。
昼
ホ
に
は
昭
和
初
年
代
の
町

の
生
辛
口
#
掻
い
て
好
評
の
漫
画

家
、
酋
岸
良
早
さ
ん
の
コ
ニ
丁

目
の
夕
日
」
(
小
学
館
)
の
イ

ラ
ス
ト
や
学
校
行
事
の
写
真
、

懇
話
相
襲
員
、
翼
量
、

壁
画
。
実
際
に
触
っ
て
湾
へ
る

当
時
の
お
も
ち
ゃ
(
プ
リ
£
玩

具
、
セ
ル
ロ
イ
ド
玩
具
、
ベ
1

ゴ
マ
、
め
ん
ミ
ダ
ッ
コ
ち
ゃ

ん
ん
形
ほ
か
)
。
月
光
壁
画
、

赤
胴
鈴
之
助
、
リ
ボ
ン
の
騎
士

多
あ
遣
が
あ
り
、
懐
レ
い

風
慣
が
広
が
る
。

なお、

5
月
3
日
闘
は
降
、

開
校
の
生
産
単
歯
援
輿
宰
夢
目

的
重
で
、
開
設
記
念
講
演
品
会
が

行
わ
れ
る
。
テ
!
?
は
「
昭
和

初
年
代
室
。
の
ヰ
ル
』
も
の
一

日
」
と
し
て
川
本
三
郎
(
評
論

家
)
さ
ん
が
語
る
。

聞
い
合
お
せ
・

・杉
並
区
立
時
間

+宙
物
館
百
一
山
・

3
3
1
7
・

!
l。

昭和20年代~30年代にかけての「あそびJ と「くらし」がテーマです

(障3種郵便物認可)

靖
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活

散

歩

生

受き

た

ま

に

は

、

道

草

。

u
r
u
庄
で
ば
か
り
書
い
て
い
る
と

心
が
少
し
ず
つ
一
か
わ
い
て
き
ま
ナ

t
f、¥
も
弘
、

た
ま
に
位
、
の
ん
び
り
歩
い
て
み
た
り

駅
ま
で
の
道
順
を
変
え
て
み
た
り
。

持
ら
し
の
中
の
小
さ
を
ゆ
と
り
を

一菱
地
所
ほ
太
切
に
し
よ
ヲ
と
思
い
ま
す
。人三菱地所桟式会事士 山H 肝 代間

一

局

1
i

一
明

nδ

制

山

4

同

剖

剖

F
h
u

u引

陣

宝

F
h

u

.，a
レ
.、J

募

油

引

一

一

員

凶

ト

ハ

リ

会

叫

官

ヮ

“

日

恥

1
1

州
何

n
り

一
剖

…
一幽

".崎間 IO:OO-18:00t土.n.t5ln定体}

関



な
場
合
、
単
位
の
軽
減
は
認
め
か
し
家
庭
科
に
と
り
い
れ
て
い
る
場
と
仕
事
の
確
保
の
た
め
寝

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
軒
擁
す
る
神
奈
川
県
栗
原
高
校
の
男
性
食
を
忘
れ
て
働
く
。
結
婚
、
出

F

M

M

る

の

が

な

ぜ

即

重

伊

な

露

急

震

の

成

署

話

し

震

も

畏

く

入

籍

手

話

、TSM
N
1

2払
い

の

か

。

ほ

か

の

課

目

の

軽

減

を

た

。

別

姓

H

で
い
き
、
市
社
会
局
を

問

M渋代日川メぷれれト
y;扮符択誌認認戸弘弘込議U剖刻絞山叫獄私九制払m払ωA
総銭終幾い燃綴畿ω絞似…
rソT川叫刈ヘいい一vv
考-ええそても

Rい
い
与
で
は
接
な
い
討
か
。
参
加
者
と
の
窟
見
交
流
で
ク
ピ
に
な
る
と
(
盆
独
身
で
な
宗い

高
校
家
庭
引
制
糾
の
男
女
共
修
が
ヌ
タ
l
卜
し
て
主
=
享
ヰ
自
。
男
女
州
庄
位
午
号
孟
恥
ぶ
ぶ
{
家
家
庭
引
制
糾
は
、
生
徒
に
違
和
感
な
<
迎
え
、
ら
り
れ
、
公
…
育
長
.
寺
脇
研
さ
ん
の
話
笥
。
寺
気
に
な
れ
ば
で
き
る
の
で
ま
た
、
高
校
家
庭
科
が
あ
っ
て
は
、
中
学
の
教
師
か
ち
、
中
学
一
た
め
/
)
、
派
出
婦
(
家
政
婦
)

立
高
校
志
摩
九

F
5
6単
位
、
署
し
て
い
る
こ
奈
わ
か
っ

宣

言

2
22E」…
脇
さ
ん
は
一
昨
年
の
き
文
す
/
」
0

寺
脇
さ
ん
は
「
筆
者
一
段
、
事
で
き
な
い
と
三
年
に
な
き
技
術
毒
三
「
花
嵐
」

人

会

号

、

女

性

の

量

恒
例
の
春
の
蓄
交
流
会
主
了
|

(
4
月
五
回
・
戸
山
高
露
呈
芯
会
館
)
0

.

部
省
の
職
業
教
育
課
長
で
、
家
科
の
共
修
は
、
男
で
も
女
で
も
い
う
の
か
。
や
っ
て
み
た
結
果
男
女
型
T

に
レ
て
い
る
と
こ
ろ
一
女
た
ち
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

保
の
た
め
働
く
・:

。

.
庭
科
の
男
女
共
修
の
実
現
を
強
人
間
と
し
て
必
要
だ
か
ち
ゃ
る
多
す
ぎ
る
と
い
う
な
ら
ま
だ
わ
も
あ
る
。
高
校
に
ば
か
り
閏
か
一

仙
崎
章
夫
著
者
者
は
プ
ロ
の
著
述
家
で
は

〉
一
学
習
薬
会
の
冒
頭
、
「
家
回
答
案
た
の
は
二
十
二
道
(
学
科
)
中
、
「
家
庭
面
ニ
単
手
つ
ニ
学
年
か
け
て
履
力
に
笹
子
す
め
た
人
。
の
だ
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
聞
か
る
が
・
:
」
と
寺
脇
さ
ん
は
い
向
き
事
実
察
さ
れ
て
「
ー
は

け

川

|
|
」
な
い
き
だ
が
、
優
¥
玉
突

担

庭
科
の
男
女
共
事
す
め
る
府
県
だ
が
(
東
北
、
関
東
型
力
量
管
て
い
る
学
校
が
千
八
修
す
る
の
が
九
割
近
え
な
寺
警
告
、
「
一
九
九
二
男
」
と
い
う
。
そ
し
て
い
う
。
い
な
い
と
題
提
起

o
Z
Z汲
¥
1;
ι
し
い
伊
の
影
響
か
窓
、
女

曜
一
会
」
が
、
乙
の
一
月
、
各
都
道
か
ら
の
回
答
が
少
な
か
っ
百
十
七
校

(
努
)
、
「
生
活
お
、
生
活
面
乞
と
っ
て
い
る
年
に
襲
撃
育
課
長
に
な
ョ
た
ま
広
量
の
高
校
生
は
「
家
庭
寺
聾
c
ん
は
今
後
の
間
聖

地
で
、
教
師
袋
署
へ
ら
し

=
j

f
…
J

二
性
の
運
動
や
そ
の
運
動
が
花
開

ヨ
府
県
の
教
育
長
に
あ
て
た
ア
ン
た
)
、
そ
の
回
答
に
よ
る
と
の
一
般
」
を
警
は
二
百
二
十
九
高
校
が
多
い
の
は
山
口
(
六
と
き
、
高
校
家
庭
科
の
男
女
共
科
を
、
男
子
も
女
子
も
楽
し
く
「
家
憲
を
四
単
位
や
っ
て
よ
薦
で
の
り
切
る
ヌ
君
主
ゆ
弘

44
¥一
い
た
大
正
と
い
う
時
代
に
興
味

〈一

ヶ
l
ト
の
結
果
室
長
。
べ
二
千
百
五
校
の
公
立
高
校
校
五
。
「
生
活
一
般
」

V

向

が

あ

る

と

と

が

報

告

さ

れ

「

は

門

ト

L
奪
っ
た
き
で
あ
る
。
項

目一一ア
:
畠
J
1鱗
詰
経
琵

公
立
校
は
ほ
ぼ
四
単
位
実
践
れ
仁
川
れ
は
仁
川
諸
問
一
同
副
罰
則
長
官
器

2
7気
rj
岨

調

霊

園

軍

で

代

き

て

い

い

と

と

に

な

っ

る

と

い

う

。

一

河

童

子

室

葬

普

い

た

も

て

る

。

月
寸

綴

勢

饗

料

!

副

離

繍

悩

網

ね

て

い

る

の

て

男

子

き

は

「

家

庭

科

の

男

女

共

修

を

す

す

め

る

会

」

学

習

交

流

会

か

ら

設

備

の

条

件

の

き

目

立

一
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
書
は
し
か
し
こ
の
豪
語
子

一

ー
議
韓

錨

¥

盟

主

立

詰

今
後
は
、
楽
し
い
授
業
の
確
立
を
l

詰
義
塾
亀
寵
信
三
時
在
住

5

)鱗
緩

緩

畿

一察
機
醗
障
協
耳
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
た
号
、
つ
い
で
群
馬
、
鹿
児
島
修
が
九
四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
が
や
っ
て
い
る
。
受
験
で
追
わ
れ
か
っ
た
な
と
い
う
授
業
を
阜
く
ス
タ
ー
ト
、
保
育
や
住
居
喜
一
令
は
殆
ど
な
い
だ
る
つ
。
河
本
て
し
ま
っ
て
い
る
。
敗
戦
後
か

9

畿

畿

~
額

畿

臓

器

機

騒

議

開

魁

拡
が
、
乙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
る
(
三
割
)
。
決
っ
て
い
る
が
で
き
る
貝
通
し
て
い
る
高
等
、
楽
し
い
翼
確
立
し
な
い
と
、

家
庭
科
は
ダ
ん
だ
が
、
基
の
費
実
習
を
事
は
一
九
八
七
年
(
器
)
長
年

2
3
)は
H

不

?

議

議

マ

歯

翻

ご

笑

芸

「

室

長

を

回

答

し

た

県

が

少

な

い

の

は

な

い

と

い

う

報

告

5
3のは
と
て
も
い
い

E
j」と
震
の
需
の
し
た
い
と
い
主
に
こ
た
え
一
岡
寒
気
。
草
し
な
が
号
も
の
だ
っ
た
よ
っ

J
i
-
車

線

機

騒

綴

闘

機

織

耐

と

っ
て
い
た
。

で
、
い
い
と
と
ろ
だ
け
が
返
事
び
っ
く
り
し
た
〕
と
い
う
。
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
奮
起
を
号
、
話
を
結
ん
だ

0
3ぃ、
と
い
る
み
富
一
定
用
教
員
、
会
社
員
を
し
な
が
、
な
ぜ
た
け
の
人
が
、

一九

一
線

機

幾

ら

に

同

一

幽

炉

絞

縦士
ま
た
修
得
単
位
数
は
き
ち
ん
を
し
た
と
も
思
え
る
が
、
と
も
決
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
蕎
績
の
共
修
に
対
し
反
論
そ
の
あ
と
現
場
か
ら
の
実
践
た
。
と
完
走
、
客
績
を

EhJ婦
人
団
体
を
作
り
リ
l

戦
後
、
市
川
震
の
「
ま
た
一

凶
…

幾

騒

騒

醤

園

箇

賜

之

一
怖

と

四
単
位
を
と
っ
て
い
る
と
こ
か
く
、
公
立
高
校
で
は
、
ほ
ぼ
う
の
は
主
ι?

語
か
ら
の
急
襲
は
高
校
校
長
会
だ
っ

書

。
琵
琶
湖
の
水
に
こ
だ
わ
思
議
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
亥
l
に
。
二
十
三
歳
の
と
き
上
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
の
誘
い

一
家

謬

襲

覇

翻

髄

襲

箆

ろ

が

二

千

三

百

四

十

五

校

四

単

位

の

家

庭

科

が

設

置

さ

一

番

力

し

て

く

れ

た

広

量

た

。

専

門
(
職
業
)
高
校
の
校
り
、
水
を
通
し
て
震
の
問
題
雲
襲
警
し
、
消
費
生
活

一京
、
葉
市
埜
麗
襲
名
高
わ
る
の
か
。
な
ぜ
輝
き
を

芯

一
機

議

種

議

轡

舗

警

努

(

号

、

=

一

単

位

が

五

十

一

二

れ

、

安

部

分

が

「

章

一
で
、
周
年
秋
、
金
高
校
を
長
は
資
格
の
取
得
が
で
き
な
い
に
と
り
組
ん
で
い
る
滋
賀
県
。
(
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
使
い
方
、
借
一
る
か
た
わ
ら
、
同
じ
岡
山
富
失
っ
た
壁
に
な
っ
た
の
守

党
議
号

J
襲
鱗
糟
校
(
易
)
、
ニ
単
位
十
四
校
般
」
を
と
っ
て

(4 ) 安斎 f、来斤降胃全国

zuuzds 

(第3種郵便物認可)

最
近
で
は
、
健
康
に
気
を

つ
り
る
入
、
痩
せ
た
い
願
望

の
人
が
増
も
え
て
い
る
£
つ
で

す
が
、
偏
っ
た
食
事
を
し
た

の
で
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
良
く

楽
し
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

第 1094号

長
寿
人
気
番
組
の

永
久
保
存
版
発
売

長
寿
人
気
番
組
「
ま
ん
が
日

本
音
ぱ
な
し
」
が
、
四
月
二
十

一
日
か
ら
、
ビ
デ
オ
版
で
発
売

あっさりした味です。

糖
:
・小
さ
じ
l
、
鶏
ス
l
プ

・;
lc
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
l

-
-
-
小
さ
じ
凶

【
作
り
方
〕

①

鯛

は
一
口
大
に
切

り
、
塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
l
、

老
酒
、
長
ね
ぎ
の
青
い
部
分
、

お
ろ
し
生
委
を
却
塁
手
で
よ

く
ま
ぶ
し
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

を
入
れ
て
約
加
分
置
く
。

②
卵
白
は
角
か
立
つ
位
ま

で
、
し
っ
か
虫
泡
立
て
る
。

③
大
和
芋
彩
子
め
鉢
で
よ

く
す
り
、
②
に
却
忍
昭
立
て

器
で
よ
く
混
玄
ロ
わ
せ
る
。

④
皿
に
ホ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ン

グ
シ
l
ト
が
戴
き
、
①
あ
半

置
が
正
等
分
し
て
置
き
、
そ

の
よ
に
鯛
を
一
切
れ
ず
つ
の

せ
、
残
り
の
山
芋
を
乗
せ
る
。

⑤
蒸
気
の
よ
が
っ
た
蒸
し

器
で
日
分
蒸
す
(
途
中
で
蓋

を
開
け
な
い
)
。

⑥
蒸
し
ト
古
か
っ
た
ち
器
に

盛
り
、
白
髪
ね
ぎ
を
乗
せ
る
。

⑦
た
れ
の
材
料
を
合
わ

せ
、
か
ゆ
て
供
す
る
。

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
魚
臭
さ
を
取
る
に
は
ホ
ワ

イ
ト
ペ
パ
ー
よ
り
ブ
ラ
ッ
ク

ペ
パ
ー
が
よ
れ
効
果
的
。
下

味
に
潰
切
込
む
と
き
に
ベ
イ

リ
ー
ブ
ス
を
加
~
え
る
と
さ
ろ

に
効
果
が
増
し
ま
す
。

(資
組
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

f1 A 
お会いしましたね。た土品

制
尚
喜
一
E
町

一

日

E
U
忠

則
帽
陪

m
M
Mn
……
 

あなたの快適を支える新按衛一一一一カジマ

オフィス、ホテル、住宅をはじめレジャー施設、エネルギー施設の建設、さらに都市開発など。

カジマは高度な技術で暮らしをとりまくさまざまな快適環境づくりにとりくんでいます。

オフィスてス衝で、あなたの快適を支えるカジマの新技術。

M 

つカ=

.・，
L 、せ

• 
「~-j1-] =11-] ~--r:J 

'OS'，MTサクサヲの牛肉コロッケ(三二)
250円(6個入)

今日もチン!明日もチン!フライパンも油もいらないから超ラクチン!

レンジでつくるサクサクのおいしさなら、ニチレイの新・レンジ生活。

新登場「サクサクのヒレカツJr大きなコロッケ」は、夕食にひ.ったりのボリューム&クオリティ。

おいしさにこだわる私のお気に入りです。

大きな野菜コロッケ 250円(3健入)大きな牛肉コロッケ 250円(3個入)
表示の標準小売価絡にほ

消費税は含まれておりまゼん。

な
場
合
、
単
位
の
軽
減
は
認
め
か
し
家
庭
科
に
と
り
い
れ
て
い
る
場
と
仕
事
の
確
保
の
た
め
寝

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
軒
擁
す
る
神
奈
川
県
栗
原
高
校
の
男
性
食
を
忘
れ
て
働
く
。
結
婚
、
出

F

M

M

る

の

が

な

ぜ

即

重

伊

な

露

急

震

の

成

署

話

し

震

も

畏

く

入

籍

手

話

、TSM
N
1

2払
い

の

か

。

ほ

か

の

課

目

の

軽

減

を

た

。

別

姓

H

で
い
き
、
市
社
会
局
を

問

M渋代日川メぷれれト
y;扮符択誌認認戸弘弘込議U剖刻絞山叫獄私九制払m払ωA
総銭終幾い燃綴畿ω絞似…
rソT川叫刈ヘいい一vv
考-ええそても

Rい
い
与
で
は
接
な
い
討
か
。
参
加
者
と
の
窟
見
交
流
で
ク
ピ
に
な
る
と
(
盆
独
身
で
な
宗い

高
校
家
庭
引
制
糾
の
男
女
共
修
が
ヌ
タ
l
卜
し
て
主
=
享
ヰ
自
。
男
女
州
庄
位
午
号
孟
恥
ぶ
ぶ
{
家
家
庭
引
制
糾
は
、
生
徒
に
違
和
感
な
<
迎
え
、
ら
り
れ
、
公
…
育
長
.
寺
脇
研
さ
ん
の
話
笥
。
寺
気
に
な
れ
ば
で
き
る
の
で
ま
た
、
高
校
家
庭
科
が
あ
っ
て
は
、
中
学
の
教
師
か
ち
、
中
学
一
た
め
/
)
、
派
出
婦
(
家
政
婦
)

立
高
校
志
摩
九

F
5
6単
位
、
署
し
て
い
る
こ
奈
わ
か
っ

宣

言

2
22E」…
脇
さ
ん
は
一
昨
年
の
き
文
す
/
」
0

寺
脇
さ
ん
は
「
筆
者
一
段
、
事
で
き
な
い
と
三
年
に
な
き
技
術
毒
三
「
花
嵐
」

人

会

号

、

女

性

の

量

恒
例
の
春
の
蓄
交
流
会
主
了
|

(
4
月
五
回
・
戸
山
高
露
呈
芯
会
館
)
0

.

部
省
の
職
業
教
育
課
長
で
、
家
科
の
共
修
は
、
男
で
も
女
で
も
い
う
の
か
。
や
っ
て
み
た
結
果
男
女
型
T

に
レ
て
い
る
と
こ
ろ
一
女
た
ち
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

保
の
た
め
働
く
・:

。

.
庭
科
の
男
女
共
修
の
実
現
を
強
人
間
と
し
て
必
要
だ
か
ち
ゃ
る
多
す
ぎ
る
と
い
う
な
ら
ま
だ
わ
も
あ
る
。
高
校
に
ば
か
り
閏
か
一

仙
崎
章
夫
著
者
者
は
プ
ロ
の
著
述
家
で
は

〉
一
学
習
薬
会
の
冒
頭
、
「
家
回
答
案
た
の
は
二
十
二
道
(
学
科
)
中
、
「
家
庭
面
ニ
単
手
つ
ニ
学
年
か
け
て
履
力
に
笹
子
す
め
た
人
。
の
だ
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
聞
か
る
が
・
:
」
と
寺
脇
さ
ん
は
い
向
き
事
実
察
さ
れ
て
「
ー
は

け

川

|
|
」
な
い
き
だ
が
、
優
¥
玉
突

担

庭
科
の
男
女
共
事
す
め
る
府
県
だ
が
(
東
北
、
関
東
型
力
量
管
て
い
る
学
校
が
千
八
修
す
る
の
が
九
割
近
え
な
寺
警
告
、
「
一
九
九
二
男
」
と
い
う
。
そ
し
て
い
う
。
い
な
い
と
題
提
起

o
Z
Z汲
¥
1;
ι
し
い
伊
の
影
響
か
窓
、
女

曜
一
会
」
が
、
乙
の
一
月
、
各
都
道
か
ら
の
回
答
が
少
な
か
っ
百
十
七
校

(
努
)
、
「
生
活
お
、
生
活
面
乞
と
っ
て
い
る
年
に
襲
撃
育
課
長
に
な
ョ
た
ま
広
量
の
高
校
生
は
「
家
庭
寺
聾
c
ん
は
今
後
の
間
聖

地
で
、
教
師
袋
署
へ
ら
し

=
j

f
…
J

二
性
の
運
動
や
そ
の
運
動
が
花
開

ヨ
府
県
の
教
育
長
に
あ
て
た
ア
ン
た
)
、
そ
の
回
答
に
よ
る
と
の
一
般
」
を
警
は
二
百
二
十
九
高
校
が
多
い
の
は
山
口
(
六
と
き
、
高
校
家
庭
科
の
男
女
共
科
を
、
男
子
も
女
子
も
楽
し
く
「
家
憲
を
四
単
位
や
っ
て
よ
薦
で
の
り
切
る
ヌ
君
主
ゆ
弘

44
¥一
い
た
大
正
と
い
う
時
代
に
興
味

〈一

ヶ
l
ト
の
結
果
室
長
。
べ
二
千
百
五
校
の
公
立
高
校
校
五
。
「
生
活
一
般
」

V

向

が

あ

る

と

と

が

報

告

さ

れ

「

は

門

ト

L
奪
っ
た
き
で
あ
る
。
項

目一一ア
:
畠
J
1鱗
詰
経
琵

公
立
校
は
ほ
ぼ
四
単
位
実
践
れ
仁
川
れ
は
仁
川
諸
問
一
同
副
罰
則
長
官
器

2
7気
rj
岨

調

霊

園

軍

で

代

き

て

い

い

と

と

に

な

っ

る

と

い

う

。

一

河

童

子

室

葬

普

い

た

も

て

る

。

月
寸

綴

勢

饗

料

!

副

離

繍

悩

網

ね

て

い

る

の

て

男

子

き

は

「

家

庭

科

の

男

女

共

修

を

す

す

め

る

会

」

学

習

交

流

会

か

ら

設

備

の

条

件

の

き

目

立

一
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
書
は
し
か
し
こ
の
豪
語
子

一

ー
議
韓

錨

¥

盟

主

立

詰

今
後
は
、
楽
し
い
授
業
の
確
立
を
l

詰
義
塾
亀
寵
信
三
時
在
住

5

)鱗
緩

緩

畿

一察
機
醗
障
協
耳
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
た
号
、
つ
い
で
群
馬
、
鹿
児
島
修
が
九
四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
が
や
っ
て
い
る
。
受
験
で
追
わ
れ
か
っ
た
な
と
い
う
授
業
を
阜
く
ス
タ
ー
ト
、
保
育
や
住
居
喜
一
令
は
殆
ど
な
い
だ
る
つ
。
河
本
て
し
ま
っ
て
い
る
。
敗
戦
後
か

9

畿

畿

~
額

畿

臓

器

機

騒

議

開

魁

拡
が
、
乙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
る
(
三
割
)
。
決
っ
て
い
る
が
で
き
る
貝
通
し
て
い
る
高
等
、
楽
し
い
翼
確
立
し
な
い
と
、

家
庭
科
は
ダ
ん
だ
が
、
基
の
費
実
習
を
事
は
一
九
八
七
年
(
器
)
長
年

2
3
)は
H

不

?

議

議

マ

歯

翻

ご

笑

芸

「

室

長

を

回

答

し

た

県

が

少

な

い

の

は

な

い

と

い

う

報

告

5
3のは
と
て
も
い
い

E
j」と
震
の
需
の
し
た
い
と
い
主
に
こ
た
え
一
岡
寒
気
。
草
し
な
が
号
も
の
だ
っ
た
よ
っ

J
i
-
車

線

機

騒

綴

闘

機

織

耐

と

っ
て
い
た
。

で
、
い
い
と
と
ろ
だ
け
が
返
事
び
っ
く
り
し
た
〕
と
い
う
。
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
奮
起
を
号
、
話
を
結
ん
だ

0
3ぃ、
と
い
る
み
富
一
定
用
教
員
、
会
社
員
を
し
な
が
、
な
ぜ
た
け
の
人
が
、

一九

一
線

機

幾

ら

に

同

一

幽

炉

絞

縦士
ま
た
修
得
単
位
数
は
き
ち
ん
を
し
た
と
も
思
え
る
が
、
と
も
決
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
蕎
績
の
共
修
に
対
し
反
論
そ
の
あ
と
現
場
か
ら
の
実
践
た
。
と
完
走
、
客
績
を

EhJ婦
人
団
体
を
作
り
リ
l

戦
後
、
市
川
震
の
「
ま
た
一

凶
…

幾

騒

騒

醤

園

箇

賜

之

一
怖

と

四
単
位
を
と
っ
て
い
る
と
こ
か
く
、
公
立
高
校
で
は
、
ほ
ぼ
う
の
は
主
ι?

語
か
ら
の
急
襲
は
高
校
校
長
会
だ
っ

書

。
琵
琶
湖
の
水
に
こ
だ
わ
思
議
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
亥
l
に
。
二
十
三
歳
の
と
き
上
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
の
誘
い

一
家

謬

襲

覇

翻

髄

襲

箆

ろ

が

二

千

三

百

四

十

五

校

四

単

位

の

家

庭

科

が

設

置

さ

一

番

力

し

て

く

れ

た

広

量

た

。

専

門
(
職
業
)
高
校
の
校
り
、
水
を
通
し
て
震
の
問
題
雲
襲
警
し
、
消
費
生
活

一京
、
葉
市
埜
麗
襲
名
高
わ
る
の
か
。
な
ぜ
輝
き
を

芯

一
機

議

種

議

轡

舗

警

努

(

号

、

=

一

単

位

が

五

十

一

二

れ

、

安

部

分

が

「

章

一
で
、
周
年
秋
、
金
高
校
を
長
は
資
格
の
取
得
が
で
き
な
い
に
と
り
組
ん
で
い
る
滋
賀
県
。
(
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
使
い
方
、
借
一
る
か
た
わ
ら
、
同
じ
岡
山
富
失
っ
た
壁
に
な
っ
た
の
守

党
議
号

J
襲
鱗
糟
校
(
易
)
、
ニ
単
位
十
四
校
般
」
を
と
っ
て

(4 ) 安斎 f、来斤降胃全国

zuuzds 

(第3種郵便物認可)

最
近
で
は
、
健
康
に
気
を

つ
り
る
入
、
痩
せ
た
い
願
望

の
人
が
増
も
え
て
い
る
£
つ
で

す
が
、
偏
っ
た
食
事
を
し
た

の
で
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
良
く

楽
し
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

第 1094号

長
寿
人
気
番
組
の

永
久
保
存
版
発
売

長
寿
人
気
番
組
「
ま
ん
が
日

本
音
ぱ
な
し
」
が
、
四
月
二
十

一
日
か
ら
、
ビ
デ
オ
版
で
発
売

あっさりした味です。

糖
:
・小
さ
じ
l
、
鶏
ス
l
プ

・;
lc
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
l

-
-
-
小
さ
じ
凶

【
作
り
方
〕

①

鯛

は
一
口
大
に
切

り
、
塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
l
、

老
酒
、
長
ね
ぎ
の
青
い
部
分
、

お
ろ
し
生
委
を
却
塁
手
で
よ

く
ま
ぶ
し
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

を
入
れ
て
約
加
分
置
く
。

②
卵
白
は
角
か
立
つ
位
ま

で
、
し
っ
か
虫
泡
立
て
る
。

③
大
和
芋
彩
子
め
鉢
で
よ

く
す
り
、
②
に
却
忍
昭
立
て

器
で
よ
く
混
玄
ロ
わ
せ
る
。

④
皿
に
ホ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ン

グ
シ
l
ト
が
戴
き
、
①
あ
半

置
が
正
等
分
し
て
置
き
、
そ

の
よ
に
鯛
を
一
切
れ
ず
つ
の

せ
、
残
り
の
山
芋
を
乗
せ
る
。

⑤
蒸
気
の
よ
が
っ
た
蒸
し

器
で
日
分
蒸
す
(
途
中
で
蓋

を
開
け
な
い
)
。

⑥
蒸
し
ト
古
か
っ
た
ち
器
に

盛
り
、
白
髪
ね
ぎ
を
乗
せ
る
。

⑦
た
れ
の
材
料
を
合
わ

せ
、
か
ゆ
て
供
す
る
。

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
魚
臭
さ
を
取
る
に
は
ホ
ワ

イ
ト
ペ
パ
ー
よ
り
ブ
ラ
ッ
ク

ペ
パ
ー
が
よ
れ
効
果
的
。
下

味
に
潰
切
込
む
と
き
に
ベ
イ

リ
ー
ブ
ス
を
加
~
え
る
と
さ
ろ

に
効
果
が
増
し
ま
す
。

(資
組
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

f1 A 
お会いしましたね。た土品

制
尚
喜
一
E
町

一

日

E
U
忠

則
帽
陪

m
M
Mn
……
 

あなたの快適を支える新按衛一一一一カジマ

オフィス、ホテル、住宅をはじめレジャー施設、エネルギー施設の建設、さらに都市開発など。

カジマは高度な技術で暮らしをとりまくさまざまな快適環境づくりにとりくんでいます。

オフィスてス衝で、あなたの快適を支えるカジマの新技術。
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'OS'，MTサクサヲの牛肉コロッケ(三二)
250円(6個入)

今日もチン!明日もチン!フライパンも油もいらないから超ラクチン!

レンジでつくるサクサクのおいしさなら、ニチレイの新・レンジ生活。

新登場「サクサクのヒレカツJr大きなコロッケ」は、夕食にひ.ったりのボリューム&クオリティ。

おいしさにこだわる私のお気に入りです。

大きな野菜コロッケ 250円(3健入)大きな牛肉コロッケ 250円(3個入)
表示の標準小売価絡にほ

消費税は含まれておりまゼん。


